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は
じ
め
に

　

弘
前
藩
第
二
代
藩
主
津
軽
信
枚
の
業
績
の
ひ
と
つ
に
「
青
森
開
港
」
が
あ
る
。
と

は
い
え
、
こ
れ
に
関
す
る
史
料
に
「
開
港
」
と
い
う
文
言
が
な
い
た
め
、「
青
森
開

港
」
と
い
う
命
題
そ
れ
自
体
が
論
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
性
を

常
に
孕
ん
で
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、「
青
森
開
港
」
に
関

す
る
現
在
の
通
説
的
歴
史
叙
述
の
例
と
し
て
、
引
用
と
し
て
は
少
々
長
文
に
な
る
が
、

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に
発
刊
の
『
新
青
森
市
史
』
別
編
1
教
育
（
1
）（
執
筆

担
当
長
谷
川
成
一
氏
、
以
下
同
書
を
『
教
育
』
と
略
記
）
の
叙
述
を
紹
介
し
よ
う

（
カ
ッ
コ
書
の
注
記
等
は
省
略
し
た）

1
（

）。

　
「
津
軽
一
統
志
」
寛
永
二
年
五
月
十
五
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
同
日
、
弘
前
藩

二
代
藩
主
津
軽
信
枚
は
、
津
軽
か
ら
江
戸
へ
の
廻
船
運
行
を
許
可
す
る
、
幕
府

年
寄
衆
土
井
利
勝
と
酒
井
忠
世
の
連
署
奉
書
を
拝
領
し
た
。
こ
れ
は
津
軽
か
ら

同
藩
の
江
戸
屋
敷
へ
御
膳
米
の
廻
漕
を
許
可
し
た
も
の
で
、
東
廻
り
海
運
、
太

平
洋
海
運
へ
の
参
入
を
促
す
も
の
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
青
森
開
港
は
、
右

の
幕
府
年
寄
衆
連
署
奉
書
に
そ
の
出
発
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
弘
前
藩
と
し
て

も
本
格
的
な
外
浜
の
開
発
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

工
　
藤

　
大

　
輔

　
「
弘
前
藩
庁
日
記　

御
国
日
記
」
元
禄
十
年
四
月
二
十
五
日
の
条
に
よ
れ
ば
、

寛
永
三
年
四
月
六
日
、
津
軽
信
枚
は
家
臣
の
森
山
弥
七
郎
へ
黒
印
状
を
与
え

て
、
青
森
の
町
づ
く
り
を
命
じ
、
積
極
的
な
人
寄
せ
と
十
年
間
の
年
貢
並
び
に

諸
役
を
免
除
す
る
特
権
を
与
え
た
。

　

こ
れ
以
降
、
平
成
十
四
年
発
刊
の
『
新
編
弘
前
市
史
』
通
史
編
2
（
近
世
1
）
で

は
、「
青
森
開
港
と
初
期
海
運
」
の
叙
述
を
『
教
育
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
注
記

で
示
し
て
い
る）

2
（

。
さ
ら
に
、
平
成
三
〇
年
発
刊
の
『
青
森
県
史
』
通
史
編
2
近
世
に

お
い
て
も
、
寛
永
二
年
の
連
署
奉
書
を
「
開
港
」
の
契
機
と
し
、
翌
年
の
森
山
弥
七

郎
へ
の
黒
印
状
を
も
っ
て
町
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
た
と
捉
え
て
い
る）

3
（

。
も
ち
ろ
ん
、

平
成
二
四
年
発
刊
の
『
新
青
森
市
史
』
通
史
編
第
二
巻
近
世
も
『
教
育
』
の
叙
述
を

踏
襲
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
叙
述
は
弘
前
藩
の
正
史
「
津
軽
一
統
志
」
と
弘
前
藩
政
史
の
基

礎
史
料
と
し
て
知
ら
れ
る
「
弘
前
藩
庁
日
記
」
に
収
録
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
文
書
を
根

拠
と
し
、
前
半
か
ら
は
「
青
森
開
港
」
と
は
弘
前
藩
の
「
太
平
洋
海
運
へ
の
参
入
を

促
す
」
た
め
の
「
本
格
的
な
外
浜
の
開
発
」
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
後
半
か
ら

「
太
平
洋
海
運
」
を
前
提
と
す
る
「
本
格
的
な
外
浜
の
開
発
」
は
「
青
森
の
町
づ
く

り
」
に
収
斂
さ
れ
、
こ
れ
が
現
在
言
う
と
こ
ろ
の
「
青
森
開
港
」
と
い
う
こ
と
に
な

「
青
森
開
港
」
の
年
代
を
め
ぐ
っ
て 

―
自
治
体
の
刊
行
物
と
歴
史
研
究
―

〔
論
文
〕
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る
。
し
た
が
っ
て
、「
青
森
開
港
」
に
お
け
る
「
開
港
」
と
い
う
文
言
は
、
国
語
辞

典）
4
（

に
い
う
「
新
た
に
港
や
空
港
の
設
備
を
し
て
業
務
を
始
め
る
こ
と
」
で
あ
る
と
か
、

「
外
国
の
船
舶
の
出
入
り
や
外
国
と
の
通
商
が
条
約
や
法
令
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
」

と
い
う
意
味
で
の
「
開
港
」
と
は
語
意
と
し
て
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
に
ま
ず
は
注

意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
通
説
的
叙
述
は
、
寛
永
二
年
か
ら
の
歴
史
的
推
移
（
因
果
関
係
）

を
も
っ
て
動
的
に
「
青
森
開
港
」
を
捉
え
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
「
青
森
開
港
」
の

「
い
つ
」
を
固
定
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、「
寛
永
二
年
」

説
で
あ
り
、「
寛
永
三
年
」
説
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
当
然
「
青
森
開
港
」
の
意

味
が
現
在
と
は
お
の
ず
と
異
な
っ
て
く
る
。
予
測
さ
れ
る
の
は
、
寛
永
二
年
説
は
海

運
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
「
開
港
」、
寛
永
三
年
説
は
町
づ
く
り
と
の
関
わ
り
で
の

「
開
港
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
の
違
い
に
つ
い
て

は
、
そ
も
そ
も
寛
永
二
年
説
と
寛
永
三
年
説
が
、
そ
の
年
代
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
不
問
に
付
さ
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
寛
永
二
年
説
は
明
治
二
〇
年
代
頃
、
寛
永
三
年
説
は
藩
政
時
代
に
確

認
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
差
こ
そ
が
、
ア
ク
セ
ス
し
た
（
で
き
た
）
根
拠
史
料
の
違

い
と
な
っ
て
立
ち
現
れ
て
く
る
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
現
在
の
通
説
的
理
解
の
範

疇
で
は
ま
っ
た
く
評
価
さ
れ
な
い
が
、
昭
和
の
初
め
に
「
寛
永
元
年
」
説
が
猛
烈
な

勢
い
で
広
が
り
、
そ
の
後
見
方
に
よ
っ
て
は
寛
永
二
年
・
寛
永
三
年
の
両
説
を
凌
駕

し
た
時
期
が
長
く
続
い
た
。
そ
の
せ
い
か
、
寛
永
元
年
説
は
現
在
に
お
い
て
も
一
部

で
支
持
さ
れ
、
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
「
青
森
開
港
」
の
年
代
と
し
て
採

用
さ
れ
る
と
い
う
少
々
奇
妙
な
現
象
す
ら
起
き
て
い
る）

5
（

。

　

小
稿
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
説
が
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
て
成
立
し
た
の
か
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
そ
の
有
効
性
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
と
く
に
現
在
で
は
学
術
的

意
味
を
持
た
な
い
「
寛
永
元
年
」
説
が
ど
う
し
て
支
持
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、「
自

治
体
の
刊
行
物
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

な
お
、
引
用
し
た
史
料
・
文
献
の
引
用
に
は
、
弘
前
藩
第
二
代
藩
主
の
名
乗
り
を

信
枚
で
は
な
く
「
信
牧
」
と
表
記
す
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
小
稿
で
は
「
信
枚
」
が

「
幕
府
・
朝
廷
公
認
の
正
式
な
名
乗
り
」
と
す
る
長
谷
川
成
一
氏
の
考
え
に
従
う
が）

6
（

、

引
用
し
た
史
料
・
文
献
の
「
信
牧
」
表
記
に
は
、
繁
を
避
け
る
た
め
敢
て
注
記
を
施

さ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
横
書
き
の
文
献
引
用
に
際
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
（
お
も
に

西
暦
表
記
）
を
漢
数
字
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

一
　「
青
森
開
港
」
め
ぐ
る
諸
説
の
成
立

　
「
青
森
開
港
」
の
年
代
は
、
こ
れ
ま
で
に
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）、
寛
永
二
年
、

寛
永
三
年
の
三
つ
の
説
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
こ
の
三
つ
を
も
っ
て
「
青

森
開
港
の
諸
説
」
と
口
に
さ
れ
る
方
も
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
諸
説
は
藩
政
時
代
か

ら
明
治
末
期
ま
で
に
出
揃
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
説
が
何
を
拠
り

所
と
し
て
成
立
し
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
諸
説
の
有
効
性
に
つ
い
て
試
論
的
に
述
べ

る
こ
と
に
す
る
。

（
1
）
藩
政
時
代
の
「
青
森
開
港
」
認
識

　

ま
ず
、
藩
政
時
代
の
人
々
、
と
く
に
青
森
町
の
人
々
が
「
青
森
開
港
」
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
二

月
に
成
っ
た
、
青
森
町
の
米
問
屋
の
由
緒
等
を
記
し
た
「
青
森
町
御
取
建
之
砌
米
家
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業
被
仰
付
之
根
元
天
保
五
甲
午
年
迄
米
家
業
方
取
扱
向
被
仰
付
之
写
并
諸
書
付
控）

7
（

」

（
以
下
、「
米
問
屋
由
緒
」
と
記
す
）
の
冒
頭
部
「
米
家
業
御
立
被
仰
付
之
根
元
伝
承

候
覚
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

当
青
森
湊
寛
永
三
丙
寅
年
御
創
業
之
砌
、
田
畑
不
作
町
人
之
分
者
高
岡
之
町
並

可
為
候
間
、
月
ニ
六
斎
之
市
相
立
可
申
旨
被
仰
渡
、

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
青
森
町
の
米
問
屋
た
ち
は
「
青
森
開
港
」
を
「
寛
永
三
年
（
一

六
二
六
）」
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
一
節
の
後
半
は
、

寛
永
三
年
四
月
六
日
付
「
青
森
派
立
之
定
」
の
三
か
条
目
「
一
、
町
人
之
義
ハ
高
岡

之
町
な
み
た
る
へ
く
候
ニ
付
、
月
ニ
六
才
市
可
相
立
事
高
岡
と
ハ

弘
前
を
云

」）
8
（

と
、
寛
永
六
年
二
月

十
三
日
付
定
書
の
三
か
条
目
「
一
、
な
に
や
う
の
商
人
た
る
と
云
共
田
畠
不
作
者
ハ

以
来
迄
町
人
な
み
た
る
へ
き
事（

９
）」

を
合
わ
せ
た
よ
う
な
内
容
で
、
文
書
を
実
見
し
て

記
し
た
も
の
で
は
な
い
「
伝
承
」
的
記
述
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
そ
し
て
、
寛
永

三
年
の
「
御
創
業
」
と
は
、
こ
の
時
点
で
完
結
し
た
も
の
で
は
な
く
、
進
行
中
の
状

況
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
と
理
解
し
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
後
に
み
る

「
寛
永
三
年
成
就
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
と
は
一
線
を
画
す
青
森
町
民
の
認
識
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
右
の
「
青
森
派
立
之
定
」
な
ど
町
立
て
に
関
す
る
文
書
は
、
正
文
か
写
し

で
あ
る
か
は
と
も
か
く
、
実
見
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、

旧
弘
前
藩
士
藤
田
貞
元
（
一
八
四
八
〜
？
）
が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
ま
と
め

た
と
い
う
「
藤
田
襍
集）

10
（

」
に
収
録
さ
れ
た
寛
永
三
年
〜
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に

至
る
文
書
は
、
町
年
寄
の
村
井
新
蔵
が
所
蔵
し
て
い
た
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
三

月
の
日
付
を
持
つ
「
一
冊
」
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
成
っ
た
「
青
森
記）

11
（

」
の
「
青
森
古
実
書
抜
」

で
は
、
や
は
り
寛
永
三
年
か
ら
の
町
立
て
に
関
す
る
文
書
を
収
め
て
い
て
、
こ
の
う

ち
寛
永
三
年
四
月
六
日
付
で
青
森
の
町
立
て
の
方
針
を
示
し
た
「
青
森
派
立
之
定
」

な
ど
は
「
町
年
寄
佐
藤
伊
兵
衛
方
ニ
所
持
之
古
来
よ
り
之
書
付
写
」
で
あ
り
、
寛
文

三
年
七
月
十
一
日
付
の
新
町
で
の
六
斎
市
開
催
の
定
書
は
、「
此
御
制
札
、
先
年
出

火
之
節
名
主
方
ニ
而
焼
失
之
由
、
写
有
之
」
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
文
書
は
「
米
問

屋
由
緒
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
寛
永
三
年
説
の
最
大
の
根
拠
と
み
ら

れ
る
、

　
　
　
　

青
森
派
之
事

一
、
自
他
無
縁
之
者
望
次
第
在
付
可
申
候
、
但
十
年
之
間
作
取
并
諸
役
等
申
付

間
舗
者
也
、

　
　
　

寛
永
三
年
四
月
二（

六
）日

　
　

信
牧
公
御
墨
印　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
山
弥
七
郎
殿

　

右
御
本
紙
天
和
三
年
二
月
廿
六
日
、
於
弘
前
堀
伝
左
衛
門
殿
へ
山
本
半
左
衛

門
取
次
ニ
而
佐
藤
理
左
衛
門
差
上
申
候
写
、

と
い
う
森
山
弥
七
郎
宛
津
軽
信
枚
黒
印
状
写
（
以
下
「
信
枚
黒
印
状
」
と
略
記
）
も
、

本
紙
の
ほ
か
に
写
し
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
町
立
て
に
関
す
る
弘
前
藩
庁
発

給
の
文
書
は
、
町
年
寄
や
名
主
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
写
し
も
作

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
青
森
町
に
は
こ
う
し
た
文
書
に
ア
ク
セ
ス
で
き
得
る
階
層
が
存
在
し
、

彼
ら
は
文
書
を
写
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
在
り
方

を
踏
ま
え
る
と
、「
米
問
屋
由
緒
」
の
筆
者
が
説
き
、
さ
ら
に
は
「
青
森
記
」
が
収

録
す
る
文
書
か
ら
う
か
が
え
る
「
青
森
開
港
」
を
「
寛
永
三
年
」
と
す
る
認
識
は
、
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一
次
史
料
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
文
書
で
も
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
十

分
な
説
得
力
を
持
つ
も
の
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
の
が
「
米
問
屋
由
緒
」
と
い
う
史
料
の
性
格
に
よ
る

の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
田
畑
不
作
町
人
」「
月
ニ
六
斎
之
市
」
と
い
っ
た
文
言
に
あ

る
よ
う
に
、
寛
永
三
年
説
は
「
港
町
青
森
」
の
色
彩
が
乏
し
い
と
い
う
一
面
が
あ
る
。

さ
き
の
「
青
森
派
立
之
定
」
の
二
か
条
目
に
は
「
一
、
外
浜
中
商
人
舟
売
買
於
当
村

可
致
之
事）

12
（

」
と
い
う
一
節
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
後
の
寛
永
三
年
説
に
お
い
て
も
こ

の
傾
向
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
2
）
明
治
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
「
青
森
開
港
」
認
識
　

　

つ
ぎ
に
、
明
治
期
、
な
か
で
も
明
治
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
「
青
森
開
港
」

に
関
す
る
叙
述
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
は
、
山
内
元
八
（
一
八
六
五
〜

一
九
三
四
）
が
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
編
ん
だ
『
青
森
県
史
談）

13
（

』
を
紹
介
す

る
。
現
在
の
福
島
県
会
津
若
松
市
出
身
の
山
内
は
、
田
名
部
初
等
師
範
学
校
・
青
森

県
尋
常
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
教
育
者
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ）

14
（

。
こ
の
『
青
森
県
史

談
』
は
、
高
等
小
学
校
初
学
年
用
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
、『
青
森
県
史
談
』
の
記
事
を
み
て
み
よ
う
。

青
森
は
昔
善
知
鳥
と
称
す
る
一
小
漁
村
な
り
し
が
、
今
よ
り
二
百
七
十
一
年
前

津
軽
藩
主
信
牧
の
臣
森
山
弥
七
郎
始

（
マ
マ
）め

て
市
街
を
こ
ゝ
に
建
て
商
船
の
碇
泊
所

と
定
め
し
よ
り
漸
く
繁
華
と
な
り
、
津
軽
地
方
第
一
の
港
と
は
な
れ
り
、

　

明
治
二
九
年
の
「
二
百
七
十
一
年
前
」、
す
な
わ
ち
寛
永
二
年（
一
六
二
五
）に
「
市

街
を
こ
ゝ
に
建
て
商
船
の
碇
泊
所
と
定
め
し
」
と
記
し
、
こ
こ
に
「
津
軽
地
方
第
一

の
港
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
青
森
開
港
」
を
寛
永
二
年
と
理
解

し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
青
森
市
が
市
制
施
行
を
実
施
し
た
明
治
三
一
年
に
、
市
内
米
町
の
鎌
田

書
店
が
販
売
し
た
「
青
森
み
や
げ
」
に
記
さ
れ
た
「
青
森
沿
革
史
」（
以
下
「
沿
革
」

と
略
記
）
を
み
て
み
よ
う
。

青
森
一
に
蒼（

杜
ヵ
）

牡
は
昔
し
善
知
鳥
と
称
す
る
小
村
な
り
し
か
、
元
和
八
年
津
軽
藩

主
信
牧
公
封
内
を
巡
視
し
て
外
か
浜
に
至
り
、
近
臣
森
山
弥
七
郎
（
内
蔵
之
助

信
実
ト
モ
）
を
召
し
て
親
し
く
開
港
の
測
量
を
な
さ
し
め
た
る
に
、
善
知
鳥
蜆

貝
の
海
水
は
深
し
て
巨
舶･

大
船
碇
泊（

の
ヵ
）

□
便
利
あ
る
を
以
て
、
遂
に
善
知
鳥
の

港
埠
を
開
く
へ
き
に
決
し
、
寛
永
二
年
森
山
弥
七
郎
を
御
派
奉
行
と
な
せ
り
、

　

こ
れ
に
お
い
て
も
、「
青
森
開
港
」
は
「
遂
に
善
知
鳥
の
港
埠
を
開
く
へ
き
に
決
し
、

寛
永
二
年
森
山
弥
七
郎
を
御
派
奉
行
と
な
せ
り
」
の
部
分
か
ら
寛
永
二
年
と
理
解
で

き
る
。
わ
ず
か
二
例
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
藩
政
時
代
の
認
識
で
あ
る
寛
永
三
年
と

は
異
な
る
新
説
が
提
示
さ
れ
た
と
み
た
い
。
と
く
に
寛
永
三
年
説
と
の
対
比
で
い
う

と
、「
商
船
の
碇
泊
」「
開
港
の
測
量
」「
巨
舶
・
大
船
碇
泊
」
な
ど
「
港
町
」
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
文
言
が
並
ぶ
。

　

さ
ら
に
、「
沿
革
」
で
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
の

信
枚
に
よ
る
領
内
巡
視
と
、
家
臣
森
山
弥
七
郎
に
よ
る
測
量
の
く
だ
り
で
あ
る
。
こ

れ
も
ま
た
、
さ
き
の
藩
政
時
代
に
お
け
る
青
森
町
民
の
認
識
に
は
な
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
何
を
典
拠
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
前
提
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
藩
政
時
代
と
は
異
な
る
ル
ー
ト
で
異
な

る
史
料
に
ア
ク
セ
ス
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
い
う
と
、
た
と
え
ば

青
森
県
外
の
出
身
者
で
あ
る
山
内
元
八
は
、
藩
政
時
代
以
来
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
を

知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
ル
ー
ト
を
求
め
ざ
る
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を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
候
補
に
な
り
得
る
の
は
、
弘
前
藩
の
正
史
で
享
保

十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
完
成
し
た
「
津
軽
一
統
志
」
で
あ
ろ
う
。「
津
軽
一
統
志
」

は
藩
士
間
の
や
り
取
り
の
な
か
で
書
写
さ
れ
た
ほ
か
、
近
世
後
期
以
降
に
編
纂
さ
れ

た
史
書
等
の
な
か
で
も
引
用
さ
れ
る
ほ
ど
広
く
流
布
し
た）

15
（

。
そ
の
た
め
写
本
が
多

く
、
明
治
以
降
の
写
本
も
存
在
し
て
い
る
と
い
う）

16
（

。
山
内
ら
に
と
っ
て
も
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
史
料
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
、
巻
八
の
寛
永
二
年
条
に
「
一
、
同
年
、

青
森
端
立
三
年
に
し
て
成
就
、
森
山
内
蔵
介
実
名
不
詳　

阿
保
中
務
子

奉
行
す
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

「
寛
永
二
年
」
と
い
う
年
代
は
、
こ
れ
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
弘
前
藩
の
正
史
を
根
拠
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
叙
述

の
「
正
し
さ
」
を
主
張
す
る
こ
と
へ
の
一
応
の
担
保
と
な
る
。

　

つ
ぎ
に
、「
沿
革
」
の
信
枚
の
領
内
巡
視
以
下
の
記
述
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
れ

は
巷
に
あ
っ
た
風
聞
の
よ
う
な
話
を
採
用
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
明
和
二
年

（
一
七
五
六
）
に
今
通
麿
が
記
し
た
「
奥
富
士
物
語
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
が
あ

る）
17
（

。
一
、
伝
に
云
、
太
守
信
牧
公
元
和
之
末
於
外
ヶ
浜
、
一
所
之
湊
御
取
立
之
思
召
、

最
其
頃
今
之
油
川
号
大
浜
と
深
沢
一
の
大
場
所
に
し
て
、
近
隣
舟
に
も
入
津

に
付
、
賦
布
地
と
い
へ
共
、
今
青
森
は
末
繁
昌
可
成
御
評
有
し
と
か
や
。
于

時
又
被
仰
出
在
而
両
所
沖
合
之
浅
深
御
尋
に
て
、
何
某
と
か
や
云
し
に
被

命
、
試
之
為
馬
上
に
て
沖
ゑ
乗
出
し
て
探
り
し
に
、
青
森
の
沖
合
最
宜
し
く

而
、
同
所
に
定
る
と
云
。
其
頃
善
知
鳥
村
と
言
ひ
た
り
し
と
か
や
。

　
「
伝
に
云
」
か
ら
始
ま
る
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
明
治
末
期
に
は
い
く
つ
か
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
後
述
す
る
『
青
森
市
沿
革
史
』
の

編
者
葛
西
音
弥
は
、
同
書
に
お
い
て
「
奥
富
士
物
語
」
の
「
何
某
と
か
や
云
し
に
被

命
」
の
「
何
某
」
が
森
山
弥
七
郎
で
あ
る
も
の
を
紹
介
し
、
そ
の
ほ
か
に
「
近
臣
の

三
両
人
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
と
も
指
摘
す
る
。
ま
た
、「
奥
富
士
物
語
」
は
「
沿

革
」
の
よ
う
に
信
枚
自
身
の
外
浜
「
巡
視
」
は
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
ベ
ー
ス
は
元
和
八
年
の
信
枚
に
よ
る
「
大
間
越
よ
り
十
三
へ
御
下
浜）

18
（

」
の
舞
台

を
「
外
浜
」
に
置
き
換
え
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
れ
ば
、
こ
う
し
た
類
型
も

想
定
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
森
山
弥
七
郎
に
よ
る
油
川
村
と
善
知
鳥
村
の
測
量
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
、「
青
森
開
港
」
を
め
ぐ
る
歴
史
叙
述
の
な
か
で
し
ば
し
ば
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
物
語
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
藩
庁
か
ら
発
給
さ
れ
た
文
書
を
基
礎
と
し

た
、
藩
政
時
代
の
「
青
森
開
港
」
論
と
は
趣
を
異
に
す
る
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
背
景
は
藩
政
時
代
に
ま
で
遡
る
も
の
の
、
こ
の
明
治
二
〇
年
〜

三
〇
年
代
の
叙
述
は
、
と
く
に
「
青
森
開
港
」
前
史
が
加
わ
り
、「
読
み
物
」
と
し

て
は
面
白
く
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
前
史
の
部
分
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
元
和
八
年

の
ほ
か
寛
永
元
年
と
い
う
年
代
も
想
定
し
得
る）

19
（

。

　

な
お
、「
津
軽
一
統
志
」
の
「
青
森
端
立
三
年
に
し
て
成
就
」
に
つ
い
て
、
近
年
「
元

和
九
年
か
ら
築
港
開
始
、
寛
永
二
年
、
青
森
開
港
と
す
る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ

る）
20
（

」
と
い
う
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
元
和
末
期
の
動
き
は
、
こ
こ
に
あ

げ
た
「
前
史
」（
信
枚
の
巡
視
と
森
山
の
測
量
）
を
意
図
し
た
も
の
と
す
る
の
が
、

史
料
を
踏
ま
え
た
理
解
と
し
て
妥
当
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
、
明
治
四
一
年
に
青
森
県
庁
が
刊
行
し
た
『
青
森
県
志
』
は
「
寛
永
二
年

に
至
り
、
初
め
て
青
森
港
を
開
き）

21
（

」
と
寛
永
二
年
説
を
採
用
し
た
。
一
方
、
翌
明
治

四
二
年
、
青
森
市
は
『
青
森
市
沿
革
史
』
を
刊
行
し
た
。
こ
こ
で
は
、
藩
政
時
代
の

寛
永
三
年
、
明
治
二
〇
年
〜
三
〇
代
に
現
れ
た
寛
永
二
年
、
い
ず
れ
と
も
異
な
る
第
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三
の
説
を
唱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
3
）『
青
森
市
沿
革
史
』
の
発
刊

　

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）、
青
森
市
は
初
め
て
の
「
市
史
」
と
な
る
『
青
森
市

沿
革
史
』（
以
下
、『
沿
革
史
』
と
略
記
）
を
刊
行
し
た）

22
（

。
事
業
は
明
治
三
四
年
三
月

頃
に
青
森
有
志
会
が
「
青
森
沿
革
史
」
の
編
纂
を
市
に
建
議
し
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
十
一
月
十
九
日
の
編
纂
委
員
会
で
師
範
学
校
長
小
林
盈
を
委
員
長
と
し
ス
タ
ー

ト
し
た）

23
（

。

　

ま
た
、
青
森
市
は
こ
の
委
員
会
と
は
別
に
編
纂
主
任
葛
西
音
弥
（
一
八
三
九
〜
一

九
一
七
）
を
選
定
し
、
彼
の
下
に
材
料
調
査
員
を
二
名
嘱
託
し
、
明
治
三
五
年
十
一

月
上
旬
ま
で
に
史
料
収
集
を
終
え
た）

24
（

。
葛
西
は
旧
弘
前
藩
士
で
、
江
戸
の
昌
平
黌
で

学
ん
だ
の
ち
、
藩
校
稽
古
館
の
教
師
を
務
め
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
た
と
え
ば
明
治

四
年
九
月
に
青
森
町
で
四
教
塾
を
開
く
な
ど
、
教
育
の
場
に
身
を
置
い
て
き
た
人
物

で
あ
り）

25
（

、
編
纂
当
時
も
「
葛
西
翁
を
以
て
其
最
も
適
任
者
と
な
す
に
躊
躇
せ
す）

26
（

」
と

評
さ
れ
る
重
鎮
で
あ
っ
た
。
原
稿
は
明
治
三
九
年
五
月
中
旬
に
脱
稿
し）

27
（

、
印
刷
製
本

さ
れ
て
明
治
四
二
年
の
発
刊
と
な
っ
た
。

　

発
刊
当
時
の
評
価
と
し
て
は
、『
東
奥
日
報
』
の
記
者
が

サ
テ
其
読
ん
で
解
ら
ぬ
と
云
ふ
の
は
第
一
注
目
す
可
き
点
だ
ら
う
、
記
者
許
で

は
無
い
、
現
に
市
長
抔
も
其
落
第
生
の
一
人
だ
か
ら
仕
方
が
無
い
、
解
ら
ぬ
と

云
ふ
の
は
決
し
て
佶
屈
聱
牙
の
漢
字
を
使
ふ
て
る
と
云
ふ
の
で
は
無
く
し
て
、

働（
マ
マ
）詞

の
自
他
や
テ
ニ
オ
ハ
の
遣
ひ
様
が
全
然
ナ
ツ
テ
居
ら
ぬ
か
ら
だ
、

と
酷
評
し
た）

28
（

。
こ
の
評
価
は
、『
沿
革
史
』
の
編
纂
委
員
で
発
刊
当
時
は
『
大
韓
日

報
』
の
主
筆
を
務
め
て
い
た
花
田
節
（
一
八
七
一
〜
一
九
二
一）

29
（

）
も
「
予
か
郷
里
に

在
る
の
日
、
既
に
脱
稿
浄
書
を
終
へ
た
る
一
部
分
を
通
読
し
て
、
記
者
と
其
感
を
同

ふ
せ
り
、
想
ふ
に
、
当
時
予
と
同
一
の
感
を
懐
け
る
委
員
も
少
か
ら
さ
り
き）

30
（

」
と
の

感
想
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
評
価
は
芳
し
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
四
九

年
（
一
九
七
四
）
に
最
終
巻
を
発
刊
し
た
『
青
森
市
史
』
の
あ
と
が
き
で
は
、『
沿

革
史
』
を
「
学
界
に
お
い
て
高
い
評
価
を
博
し
た
名
著）

31
（

」
と
評
価
し
た
。
実
際
、『
青

森
市
史
』
は
『
沿
革
史
』
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

　
『
沿
革
史
』
は
編
年
で
史
料
を
配
列
し
た
史
料
集
で
、
基
本
構
成
は
冒
頭
に
「
綱
」

と
し
て
「
諸
資
料
に
よ
っ
て
確
定
し
え
た
、
歴
史
的
事
柄
を
要
略
し
た
文）

32
（

」
を
配
置

し
、
そ
の
つ
ぎ
の
「
目
」
で
「
綱
」
の
根
拠
と
な
る
史
料
を
あ
げ
る
。
史
料
本
文
の

下
に
は
史
料
名
が
記
さ
れ
る
が
、
脱
落
し
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
そ
し
て
、

葛
西
が
と
く
に
私
見
を
披
露
す
る
ば
あ
い
に
は
、「（
編
者
）
曰
く
」
で
書
き
始
め
て

い
る
。
な
お
、
掲
載
史
料
の
な
か
に
は
、
原
典
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
も
の
が
少

な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
現
在
的
視
点
に
立
つ
と
少
々
扱
い
に

く
い
史
料
集
で
は
あ
る）

33
（

。

　

さ
て
、『
沿
革
史
』
第
一
章
の
「
綱
」
は
、「
寛
永
元
年
甲
子
、
森
山
弥
七
郎
公
命

を
奉
し
青
森
港
を
善
知
鳥
村
に
開
き
青
森
村
と
改
称
せ
り
、
本
町
、
浜
町
、
米
町
の

新
派
成
る
月
日
不
詳
」
と
い
う
も
の
で
、
第
三
の
説
「
寛
永
元
年
」
を
主
張
し
た
。
そ

の
根
拠
と
な
る
「
目
」
に
は
つ
ぎ
の
三
点
の
史
料
を
あ
げ
て
い
る）

34
（

。

寛
永
二
き
の
と
の

う　

し

年
よ
り
御
沙
汰
御
相
談
に
而
、
同
三
ひ
の
え

と　

ら

年
信（

マ
マ
）

平
御
代
右
御
派
之

子
細
者
為
信
様
よ
り
信
平
様
へ
被
仰
置
、
信
平
様
よ
り
森
山
蔵
之
助
江
青
森
派

取
立
之
義
被
仰
付
候
、 

（「
青
森
派
年
代
記
」

本
町
・
浜
町
・
米
町
三
ヶ
町
之
義
は
寛
永
元
年
乾
四
郎
兵
衛
殿
・
服
部
長
門
守
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殿
御
奉
行
之
時
森
山
内
蔵
之
助
殿
以
取
続
申
立
、
願
之
通
被
聞
届
、
寛
永
元
年

よ
り
同
十
一
年
之
間
無
役
に
仕
り
、
同
十
二
年
よ
り
上
納
可
仕
之
旨
申
上
候

所
、
願
之
通
被
仰
付
候
、 

（「
浅
利
旧
記
」）

元
和
五
年
青
森
町
派
立
御
願
立
被
成
候
而
、
今
年
よ
り
青
森
派
立
始
、
家
数
七

百
軒
、
普
請
奉
行
ハ
森
山
内
蔵
之
助
被
仰
付
候
、 

（「
山
崎
旧
記
」）

　

ま
ず
史
料
を
一
読
し
て
分
か
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
「
綱
」
に
記
さ
れ

た
「
青
森
港
を
善
知
鳥
村
に
開
き
青
森
村
と
改
称
せ
り
」
の
部
分
を
導
く
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
葛
西
の
主
観
が
そ
こ
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取

れ
る
。
し
か
も
、
い
ず
れ
も
原
典
を
失
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
史
料
が
信
頼
に
足
る

べ
き
も
の
か
否
か
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
一
応
の
見
立
て

を
示
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、「
青
森
派
年
代
記
」
は
「
青
森
派
」、
す
な
わ
ち
青
森
の
町
立
て
に
関
す
る

史
料
を
集
め
そ
れ
で
も
っ
て
書
い
た
年
代
記
と
い
う
、
編
纂
目
的
が
想
定
さ
れ
る
点

で
は
み
る
べ
き
と
こ
ろ
は
あ
ろ
う
。
寛
永
二
年
の
「
御
沙
汰
御
相
談
」
と
は
、
寛
永

三
年
の
「
右
御
派
」
と
の
対
応
か
ら
、
町
立
て
の
処
置
に
つ
い
て
の
相
談
と
解
せ
ら

れ
る
。「
相
談
」
の
当
事
者
は
、「
信（

マ
マ
）

平
御
代
右
御
派
之
子
細
者
為
信
様
よ
り
信
平
様

へ
被
仰
置
」
の
一
節
が
手
掛
か
り
と
な
る
。
為
信
が
信
枚
に
伝
え
た
と
い
う
「
子

細
」
は
、
い
わ
ゆ
る
為
信
の
「
外
浜
築
城
構
想
」
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
伝
承
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る）

35
（

。

　

そ
し
て
こ
の
伝
承
は
、
近
世
前
期
の
青
森
町
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き）
36
（

、『
沿
革
史
』
が
掲
げ
た
部
分
は
青
森
町
人
が
書
き
残
し
た
記
録
を
ベ
ー
ス
に
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
十
七
世
紀
末
ま
で
に
青
森
町
の
人
々
の
間
に
、

青
森
の
町
立
て
は
津
軽
信
枚
と
森
山
弥
七
郎
の
ふ
た
り
で
推
進
さ
れ
た
と
い
う
認
識

が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で）

37
（

、「
相
談
」
は
こ
の
ふ
た
り
で
な
さ
れ
た
と
い
う

解
釈
が
成
り
立
つ
。
た
だ
し
、
実
際
に
こ
の
ふ
た
り
が
「
相
談
」
し
た
と
い
う
実
証

に
足
る
記
録
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
寛
永
三
年
に
森
山
弥
七
郎
に
「
青
森
派
取
立
之
義
」
が
下
命
さ
れ
た
の

は
、（
1
）
で
述
べ
た
「
信
枚
黒
印
状
」
か
ら
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、「
青
森

派
年
代
記
」
の
記
述
は
、
事
実
関
係
と
し
て
は
確
認
で
き
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
る

が
、
荒
唐
無
稽
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
史
料
か
ら
「
寛
永
元

年
青
森
開
港
」
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
『
沿
革
史
』
の
編
者
葛
西
音
弥
は
、「
寛
永
二
年
」
を
寛
永
元
年
の
誤
記

で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
注
記
を
施
し
て
い
る
。

寛
永
二
き
の
と
う
し
は
蓋
し
年
代
記
の
訛
り
な
る
べ
し
、
年
代
記
は
年
の
紀
事

を
即
書
す
へ
き
も
、
本
年
代
記
は
追
書
せ
し
も
の
な
る
を
知
る
、
寛
永
開
港
の

元
年
な
る
は
正
保
元
年
村
井
・
佐
藤
知
行
を
賜
ひ
し
紀
事
に
照
し
も
明
か
な
り

　

し
か
し
、『
沿
革
史
』
に
は
正
保
元
年
条
に
は
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
翌

二
年
三
月
二
一
日
条
に

町
頭
佐
藤
理
右
衛
門
・
村
井
新
助
去
年
迄
二
十
一
ヶ
年
之
間
青
森
派
取
建
功
労

尠
か
ら
さ
る
に
付
、
津
軽
百
助
様
・
北
村
弥
右
衛
門
様
御
取
次
を
以
て
知
行
五

十
石
宛
被
下
置
候
、 

（「
村
井
旧
記
」）

と
あ
り）

38
（

、
こ
れ
が
「
正
保
元
年
村
井
・
佐
藤
知
行
を
賜
ひ
し
紀
事
」
に
相
当
す
る
も

の
と
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
記
事
は
、「
封
内
事
実
秘
苑）

39
（

」
の
正
保
二
年
条
に
、

今
年
三
月
廿
一
日
青
森
町
頭
佐
藤
理
左
衛
門
・
村
井
新
助
去
年
迄
ニ
而
二
十

一
ヶ
年
青
森
取
建
ニ
付
、
新
知
行
五
拾
石
ツ
丶
被
下
置
候
、
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と
あ
る
こ
と
か
ら
、
葛
西
の
注
記
の
年
代
は
誤
り
で
、
正
保
元
年
で
は
な
く
正
保
二

年
の
文
書
と
考
え
て
お
く）

40
（

。
そ
し
て
典
拠
と
す
る
「
村
井
旧
記
」
は
、
こ
れ
も
ま
た

原
典
が
失
わ
れ
て
い
る
史
料
で
あ
る
が
、
代
々
町
年
寄
を
勤
め
た
村
井
家
が
こ
こ
で

い
う
「
村
井
」
と
み
ら
れ
る
。
葛
西
が
こ
の
文
書
を
も
っ
て
年
代
を
考
証
し
た
の

は
、
村
井
家
が
「
青
森
開
港
」
と
何
等
か
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
と
み
た
た
め
だ

ろ
う
。

　

そ
し
て
葛
西
は
「
去
年
迄
ニ
而
二
十
一
ヶ
年
」
を
も
っ
て
「
青
森
派
年
代
記
」
の

寛
永
二
年
を
寛
永
元
年
と
読
み
替
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
藩
政
時
代
の
青
森
町
の
人
々
に
と
っ
て
の
「
青
森
開
港
」
認
識
は
寛
永
三
年
で

あ
り
、「
青
森
派
年
代
記
」
で
も
寛
永
三
年
に
「
森
山
蔵
之
助
江
青
森
派
取
立
之
義

被
仰
付
候
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
寛
永
二
年
」
が
「
寛
永
元
年
」
と
な
っ
て

も
「
青
森
開
港
」
の
年
代
に
は
特
段
の
影
響
は
な
い
。
逆
に
、
寛
永
元
年
で
あ
る
と

す
れ
ば
、（
2
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
信
枚
の
巡
視
と
森
山
の
測
量
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
年
代
は
寛
永
元
年
に
も
宛
て
得
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
符
合
す
る
。

　

そ
も
そ
も
、「
村
井
旧
記
」
に
つ
い
て
は
、『
沿
革
史
』
寛
文
七
年
七
月
条
で
「
開

港
」、
同
寛
文
十
三
年
三
月
条
で
「
青
森
港
」「
新
町
三
丁
目
」
と
同
時
代
の
史
料
に

は
み
ら
れ
な
い
表
記
が
出
て
く
る
。
こ
う
し
た
史
料
を
文
書
の
年
代
考
証
の
材
料
に

す
る
の
は
か
な
り
心
許
な
い
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
村
井
家
の
よ
う
に
「
青
森
開
港
」

に
近
い
と
こ
ろ
で
関
わ
っ
た
家
の
記
録
と
い
う
こ
と
で
い
う
と
、『
津
軽
史
』
巻
一

三
八
雑
部
四）

41
（

に
「
森
山
家
の
書
ニ
曰
、
寛
永
二
丑
年
青
森
御
派
之
儀
御
相
談
被
仰
付

段
々
派
取
扱
、
同
三
寅
年
成
就
」
と
い
う
森
山
弥
七
郎
に
連
な
る
森
山
家
の
史
料
が

載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
青
森
派
年
代
記
」
の
記
述
と
矛
盾
は
な
い
。
つ
ま
り
、

「
青
森
派
年
代
記
」
の
記
事
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
ま
ま
に
理
解
す
れ
ば
い
い

の
で
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
、「
浅
利
旧
記
」
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
浅
利
家
が
ど
の
よ
う
な
家
な

の
か
は
分
か
ら
な
い
。
編
纂
物
史
料
と
み
ら
れ
、
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
「
本
町
」

と
い
う
表
記
が
十
七
世
紀
後
半
の
絵
図
に
は
み
え
な
い
の
で
、
十
八
世
紀
以
降
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。『
沿
革
史
』
で
は
こ
の
ほ
か
に
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七

一
）
条
で
新
町
・
柳
町
・
鍛
冶
町
・
大
工
町
に
対
す
る
年
貢
・
役
銀
賦
課
に
関
す
る

記
事
を
「
浅
利
旧
記
」
か
ら
採
っ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
を
否
定
す
る

明
確
な
根
拠
は
な
い
が
、
ま
た
積
極
的
に
こ
れ
を
評
価
し
得
る
根
拠
も
ま
た
な
い
。

　

最
後
の
「
山
崎
旧
記
」
は
、『
沿
革
史
』
の
序
文
の
つ
ぎ
に
掲
げ
ら
れ
た
「
引
用

書
目
」
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
。
似
た
名
称
に
は
「
山
形
日
記
」
が
あ
る

が
確
証
は
な
い
。
ひ
と
ま
ず
は
「
山
崎
旧
記
」
の
ま
ま
話
を
進
め
て
い
く
。
こ
の
記

事
に
つ
い
て
は
、『
永
禄
日
記
』
の
う
ち
青
森
郷
土
会
が
『
青
森
郷
土
会
叢
書
第
十

二
巻　

永
禄
日
記
全
』
と
し
て
発
刊
（
発
刊
年
不
明
）
し
た
「
北
畠
徳
本
氏
蔵
『
永

禄
日
記
』
巻
二
」
を
底
本
と
す
る
一
書
の
元
和
十
年
（
寛
永
元
年
）
条
が
手
掛
か
り

と
な
る
。

六
年
已
然
御
願
立
被
成
候
由
青
森
町
派
始
り
家
数
七
百
家
、

　

堤
川
之
橋
懸
り
た
り
、
橋
長
橋
き
ぼ
う
橋
に
懸
り
、
去
年
よ
り
町
わ
り
、

　

橋
普
請
奉
行
森
山（

蔵
）藤之

助
、

　

こ
の
記
述
か
ら
堤
川
架
橋
の
部
分
を
取
り
除
く
と
、
森
山
弥
七
郎
の
「
普
請
奉

行
」
が
「
派
立
」
に
対
し
て
か
、「
橋
」
に
対
し
て
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

お
お
む
ね
「
山
崎
旧
記
」
と
一
致
す
る
。『
永
禄
日
記
』
の
編
者
は
山
崎
立
朴
で
、

彼
が
「
伝
襲
の
家
記
を
整
理
し
て
一
書
と
し
た
」
も
の
で
あ
る
と
い
う）

42
（

。
そ
し
て
、

天
明
期
頃
か
ら
流
布
し
広
く
書
写
さ
れ
た
た
め
異
本
が
多
い
よ
う
だ）

43
（

。
つ
ま
り
、
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「
山
崎
旧
記
」
は
『
永
禄
日
記
』
の
写
本
の
ひ
と
つ
、
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
記

録
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
現
在
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
る
『
み
ち
の
く

双
書
第
一
集　

永
禄
日
記）

44
（

』
に
は
こ
の
記
事
は
な
い
。

　

つ
ま
り
、『
沿
革
史
』
が
説
く
「
寛
永
元
年
青
森
開
港
」
は
、
弘
前
藩
庁
が
発
給

し
た
文
書
に
よ
る
「
寛
永
三
年
」
説
、
弘
前
藩
の
正
史
を
根
拠
と
し
た
可
能
性
が
あ

る
「
寛
永
二
年
」
説
と
比
べ
た
と
き
、
史
料
的
根
拠
は
極
め
て
脆
弱
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
し
か
も
、
最
初
に
掲
げ
た
「
青
森
派
年
代
記
」
は
寛
永
元
年
の
根
拠
に
は

な
ら
ず
、「
浅
利
旧
記
」「
山
崎
旧
記
」
は
せ
い
ぜ
い
参
考
史
料
と
い
う
べ
き
も
の
で
、

根
拠
史
料
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
寛
永
元
年
説
は
十
分
な
史
料
的
背
景
を

も
た
ず
、
実
証
レ
ベ
ル
で
否
定
さ
れ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、「
寛
永
元
年
青
森
開
港
」
説
は
、
昭
和
十
一
、
二
年
頃
を
境
に
「
青

森
開
港
」
の
年
代
と
し
て
最
有
力
の
説
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
非
常
に
偏
っ

た
形
で
は
あ
る
が
。

二
　
自
治
体
の
刊
行
物
が
支
え
た
寛
永
元
年
説

　

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
三
つ
の
説
が
、
昭
和
期
以
降
ど
う
展
開
し
た
の

か
を
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
藩
政
時
代
の
寛
永
三
年
説
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
以
降
の
「
青
森
開
港
」

に
関
す
る
通
史
的
な
叙
述
に
お
い
て
、「
青
森
開
港
は
寛
永
三
年
で
あ
る
」
と
こ
れ

を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
よ
う
だ
。
し
か
も
、
青
森
開
港
へ
の

「
着
手
」
と
「
完
成
（
成
就
）」
と
い
っ
た
ふ
た
つ
の
年
代
を
設
定
し
、
後
者
に
寛
永

三
年
を
宛
て
る
叙
述
構
成
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
昭
和
十

六
年
（
一
九
四
一
）
発
刊
の
竹
内
運
平
（
一
八
八
一
―
一
九
四
五）

45
（

）『
青
森
県
通
史
』

の
「
寛
永
元
年
に
着
手
し
、
同
三
年
に
於
て
成
就
し
た）

46
（

」
で
あ
る
と
か
、
昭
和
四
一

年
（
一
九
六
六
）
発
刊
の
千
葉
寿
夫）

47
（

『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
』
の
「
内
蔵
之
助
が
、
開

港
に
着
手
し
た
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
年
）
こ
ろ
の
青
森
は
（
中
略
）
そ
の
結
果
、

青
森
港
が
で
き
あ
が
っ
た
寛
永
三
年
に
は
千
五
七
軒
も
の
家
が
建
ち
な
ら
び
ま
し

た）
48
（

」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
藩
政
時
代
、
と
く
に
青
森
町
民
の
意
識
に
よ
る
寛
永
三

年
説
は
、
現
在
の
通
説
的
理
解
に
近
い
町
づ
く
り
の
進
行
中
と
い
う
理
解
に
立
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
ら
寛
永
三
年
「
成
就
」
と
い
う
見
方
と
は
異
な
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
事
例
は
そ
れ
ぞ
れ
、
寛
永
元
年
説
、
寛
永
二
年
説
の

類
型
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
逆
に
い
う
と
、
寛
永
三
年
説
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
主
張
さ

れ
て
は
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
寛
永
三
年
「
成
就
」
と
す
る
認
識
は
、
森

山
家
の
家
伝
や
「
奥
富
士
物
語
」
な
ど
に
も
あ
り
、
藩
政
時
代
の
青
森
町
民
が
こ
う

し
た
文
書
に
ア
ク
セ
ス
が
で
き
て
い
れ
ば
、
ま
た
認
識
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
の
叙
述
の
な
か
で
寛
永
三
年
「
成
就
」
と
い
う
の
は
、

史
料
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
寛
永
三
年
説
は
「
信
枚
黒
印
状
」
が

最
大
の
根
拠
史
料
と
な
る
の
で
、
そ
の
解
釈
の
な
か
で
「
成
就
」
が
成
り
立
つ
か
否

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

そ
の
「
信
枚
黒
印
状
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
以
降
は
弘
前
藩
士
工
藤
行
一
（
一

七
八
五
〜
一
八
四
六
）
が
編
纂
し
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
自
序
を
も
つ
「
封

内
事
実
秘
苑
」（
工
藤
家
記
）
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
き
に
も
述
べ
た
が
、

明
治
期
に
な
る
と
史
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
が
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
て
き
た
よ
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う
だ
。
そ
し
て
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
『
沿
革
史
』
で
活
字
化
さ
れ
、
青

森
県
が
編
纂
し
て
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
に
刊
行
と
な
っ
た
『
青
森
県
史
』

（
以
下
『
旧
県
史
』
と
記
す
）
で
も
掲
載
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
青
森
開
港
」
の

年
代
を
確
定
す
る
史
料
と
し
て
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
時
期
は
大
き
く
降
る
こ
と
に
な
る
が
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

発
刊
の
『
新
編
弘
前
市
史
』
資
料
編
2
（
近
世
1
）
が
、「
弘
前
藩
庁
日
記　

御
国

日
記）

49
（

」（
以
下
「
国
日
記
」
と
略
記
）元
禄
十
年
四
月
二
十
五
日
条
に
収
め
ら
れ
た
「
信

枚
黒
印
状
」
を
掲
げ
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
青
森
の
派
立
を
命
じ
る
」
と
位
置
付
け
た
。

明
治
期
以
降
の
研
究
史
に
お
い
て
、
藩
政
史
料
で
も
っ
て
「
青
森
開
港
」
を
初
め
て

論
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
因
果
関
係
は
定
か
で
は
な
い

が
、
平
成
十
三
年
発
刊
の
長
谷
川
成
一
編
『
津
軽
・
松
前
と
海
の
道
』
に
お
い
て
、

江
戸
期
以
前
は
善
知
鳥
村
と
呼
ば
れ
た
小
さ
い
漁
村
で
、
湊
と
し
て
は
隣
の
大

浜
の
方
が
賑
っ
て
い
た
が
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
四
月
、
森
山
弥
七
郎
が

開
港
奉
行
と
な
っ
て
本
町･

浜
町･

米
町
な
ど
の
町
方
と
湊
を
築
き
、
積
極
的

な
人
寄
せ
と
十
年
間
の
年
貢
諸
役
を
免
除
し
て
都
市
の
形
成
に
つ
と
め
た
。

と
い
う
形
で
寛
永
三
年
説
が
息
を
吹
き
返
し
た
の
で
あ
っ
た
（
執
筆
担
当
本
田
伸

氏）
50
（

）。「
国
日
記
」
の
「
信
枚
黒
印
状
」
が
持
つ
史
料
的
意
義
の
大
き
さ
を
こ
の
叙
述

に
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

寛
永
二
年
説
に
つ
い
て
は
、『
旧
県
史
』
が
こ
れ
を
採
用
し
た
。
同
書
が
そ
の
根

拠
と
す
る
史
料
に
は
「
信
枚
黒
印
状
」
な
ど
寛
永
三
年
説
に
有
利
な
も
の
も
あ
る
の

だ
が
、『
津
軽
藩
旧
記
伝
類
』
巻
之
三
に
載
る
「
一
本
萩
」
と
い
う
記
録
の

阿（
森
山
）保

内
蔵
之
助
、
信
牧
公
御
代
、
寛
永
二
年
青
森
御
開
之
節
、
公
、
内
蔵
之
助

に
御
相
談
あ
り
て
、
両
三
年
に
て
成
就
に
相
成
候）

51
（

、

と
い
う
一
節
に
従
っ
て
年
代
を
確
定
し
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
明
治
四
一
年
に
青
森
県

庁
が
発
行
し
た
『
青
森
県
志
』
が
す
で
に
寛
永
二
年
説
を
採
用
し
て
い
た
の
で
、
県

の
刊
行
物
と
し
て
そ
れ
に
倣
っ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
か
。

　

た
だ
、
こ
の
『
旧
県
史
』
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
青
森
開
港
」
と
は
別
に
同
年
「
津

軽
藩
初
メ
テ
江
戸
ニ
廻
船
ス
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、『
津
軽
史
雑
部
』
八
を
典
拠

に
幕
府
年
寄
衆
土
井
利
勝
・
酒
井
忠
世
の
連
署
奉
書
（
以
下
「
奉
書
」
と
略
記
）
を

掲
載
し
た
こ
と
に
あ
る
。

御
当
地
よ
り
江
戸
へ
の
御
廻
船
之
儀
公
儀
へ
被
仰
立
候
処
、

　

従
津
軽
経
江
戸
被
廻
船
之
由
被
仰
越
候
、
遂
披
露
候
処
、
一
段
可
然
思
召
候

付
可
被
得
其
意
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

五
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
井
大
炊
頭
利
勝　

判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井
雅
楽
頭
忠
世　

判

　
　
　
　
　
　

津
軽
越
中
守
殿

此
節
よ
り
以
後
江
戸
へ
の
御
廻
船
御
登
被
成
候
、
此
時
よ
り
江
戸
廻
り
米
穀
通

行
初
る）

52
（

、

　

こ
の
文
書
は
、
現
在
の
通
説
的
叙
述
で
は
「
青
森
開
港
」
の
契
機
と
さ
れ
る
文
書

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、『
旧
県
史
』
の
当
時
は
こ
の

「
奉
書
」
を
、「
青
森
開
港
」
の
歴
史
的
過
程
の
な
か
で
は
捉
え
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
み
て
取
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
年
後
の
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
発
刊
の
西
田

源
蔵
（
一
八
八
三
〜
一
九
三
二）

53
（

）
の
『
油
川
町
誌
』
は
、
第
三
章
第
一
節
「
青
森
開

港　

油
川
の
打
撃
」
と
し
て
冒
頭
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
章
を
配
し
た
。

津
軽
信
牧
、
外
ヶ
浜
に
良
港
を
得
て
此
処
か
ら
江
戸
に
廻
航
し
や
う
と
企
て
其

の
儀
を
徳
川
幕
府
に
願
ひ
出
た
所
、
寛
永
二
年
五
月
十
五
附
を
以
て
誠
に
然
る
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青
森
市
の
『
市
勢
要
覧
』（『
市
勢
一
覧
』『
市
勢
要
覧
』『
あ
お
も
り
』
な
ど
名
称
は

さ
ま
ざ
ま
）
は
、
平
成
十
年
版
ま
で
の
約
六
〇
年
に
わ
た
り
「
寛
永
元
年
青
森
開
港
」

を
唱
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
青
森
市
が
昭
和
十
二
年
に
当
時
の
通
説

で
あ
る
寛
永
二
年
説
か
ら
離
れ
、
寛
永
元
年
説
を
採
用
し
た
の
は
単
に
『
沿
革
史
』

に
従
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
こ
れ
と
は
別
の
社
会
的
背
景
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
れ
を
解
く
手
掛
か
り
は
、
青
森
市
の
郷
土
史
研
究
家
肴
倉
弥
八
（
一
九
〇
四
〜

八
六）

56
（

）
が
主
宰
し
た
青
森
郷
土
会
と
そ
の
機
関
誌
『
郷
土
誌
う
と
う
』（
以
下
『
う

と
う
』
と
略
記
）に
あ
る
。
同
会
は
昭
和
七
年
五
月
に
青
森
史
談
会
と
し
て
発
足
し
、

十
一
月
頃
に
会
の
名
称
を
青
森
郷
土
会
と
変
更
し
て
翌
年
一
月
に
『
う
と
う
』
の
創

刊
号
を
発
刊
し
た）

57
（

。

　

こ
の
創
刊
号
に
会
の
初
期
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
板
谷
八
郎
（
一
八
九
七
〜
一
九
六

九）
58
（

）
は
「
青
森
地
方
の
地
勢
の
変
遷
」
を
寄
稿
し
、
そ
こ
で
「
寛
永
元
年
甲
子
森
山

弥
七
郎
藩
命
に
よ
り
青
森
村
と
改
称
し
青
森
港
を
開
港
し
た）

59
（

」
と
述
べ
た
。
板
谷
が

こ
の
と
き
根
拠
と
し
た
の
は
、
直
後
に
『
沿
革
史
』
寛
永
十
一
年
条
を
引
用
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
『
沿
革
史
』
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、

通
説
で
あ
っ
た
寛
永
二
年
説
に
対
す
る
寛
永
元
年
説
が
、
史
料
的
根
拠
が
脆
弱
で
あ

る
『
沿
革
史
』
を
拠
り
所
に
表
舞
台
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
板
谷
は
そ
の
後

『
う
と
う
』
二
号
の
「
青
森
町
名
調
」、
同
八
号
の
「
青
森
史
海
運
略
史
」
で
も
寛
永

元
年
説
で
も
っ
て
論
を
展
開
し
た
。
こ
の
ふ
た
つ
の
論
考
に
お
い
て
も
、
板
谷
は

『
沿
革
史
』
を
利
用
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
青
森
郷
土
会
に
よ
る
歴
史

研
究
は
、
史
料
集
で
あ
る
『
沿
革
史
』
が
座
右
に
あ
っ
た
こ
と
で
活
発
に
な
っ
た
と

も
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
後
の
『
青
森
市
史
』
の
編
纂
に
お
い
て
も
お
な

じ
で
あ
っ
た
。
当
時
の
研
究
環
境
が
こ
う
し
た
条
件
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
寛
永

べ
き
事
で
あ
る
か
ら
差
支
な
い
と
の
指
令
を
得
た
。
是
よ
り
先
寛
永
元
年
信
牧

は
外
ヶ
浜
に
出
張
実
地
調
査
を
し
た
。（
中
略
）
右
の
如
く
幕
府
の
許
可
を
得

森
山
弥
七
郎
に
市
街
区
画
設
置
を
命
じ
、
翌
三
年
か
ら
之
に
着
手
し
た）

54
（

。

　

西
田
は
「
な
ぜ
青
森
開
港
に
着
手
し
た
か
」
に
着
目
し
、
史
料
の
解
釈
は
ひ
と
ま

ず
措
く
と
し
て
「
奉
書
」
を
そ
の
理
由
・
背
景
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

現
在
の
通
史
的
叙
述
の
成
り
立
ち
、
さ
ら
に
は
、
寛
永
三
年
の
位
置
付
け
を
「
成
就
」

で
は
な
く
、「
着
手
」
に
位
置
づ
け
た
点
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
成
果
で
あ
る
と
い
っ

て
い
い
だ
ろ
う）

55
（

。
こ
こ
に
お
い
て
、
寛
永
二
年
説
の
史
料
的
な
拠
り
所
は
、
明
治
二

〇
〜
三
〇
年
代
の
そ
れ
と
は
質
的
に
変
化
し
、
幕
藩
関
係
の
な
か
で
位
置
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
昭
和
初
期
の
寛
永
二
年
説
は
、
典
拠
と
す
る
史
料
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

れ
ど
、
当
時
の
通
説
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寛
永
元
年

説
を
説
く
『
沿
革
史
』
を
発
刊
し
た
青
森
市
に
お
い
て
も
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、

昭
和
六
年
版
『
青
森
市
勢
一
覧
表
』
で

青
森
市
ハ
元
善
知
鳥
村
ト
称
ヘ
些
細
ノ
漁
村
ニ
シ
テ
、
寛
永
二
年
藩
主
津
軽
信

牧
公
開
港
奉
行
ヲ
置
キ
当
港
ノ
開
港
ニ
努
メ
シ

と
寛
永
二
年
説
で
も
っ
て
記
し
て
い
た
。
確
認
し
得
た
と
こ
ろ
で
は
、
昭
和
八
年

版
、
同
九
年
版
、
同
十
一
年
版
は
こ
の
一
節
を
そ
の
ま
ま
載
せ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
十
二
年
版
の
『
青
森
市
勢
一
覧
』
に
至
り
、

青
森
市
ハ
元
善
知
鳥
村
ト
称
ヘ
纔
ニ
一
漁
村
ニ
シ
テ
、
寛
永
元
年
藩
主
津
軽
信

牧
公
開
港
奉
行
ヲ
置
キ
当
港
ノ
開
港
ニ
努
メ
シ

と
突
然
「
寛
永
元
年
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
沿
革
史
』
が
寛
永
元
年
説

で
あ
る
の
だ
か
ら
、
青
森
市
の
刊
行
物
と
し
て
一
応
の
筋
は
通
る
。
そ
し
て
以
後
、
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元
年
説
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
背
景
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
昭
和
十
一
年
発
刊
の
『
う
と
う
』
十
五
号
は
「
青
森
開
港
記
念
号
」
の

特
集
を
組
み
、
十
二
本
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
た）

60
（

。
こ
の
う
ち
四
本
で
「
青
森
開
港
」

の
年
代
に
触
れ
て
お
り
、
種
市
有
隣
（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
五）

61
（

）「
里
見
新
田
開
祖

窪
田
三
郎
右
衛
門
」
は
、「
現
在
の
青
森
市
は
寛
永
元
年
度
森
山
内
蔵
助
の
藩
命
に

依
つ
て
町
割
し
た
青
森
派
立
」「
こ
の
青
森
村
は
か
の
有
名
な
る
寛
永
元
年
よ
り

三
ヶ
年
に
し
て
成
就
せ
し
青
森
町
派
立
」
と
寛
永
元
年
説
を
支
持
し
た）

62
（

。

　

ま
た
、
小
友
叔
雄
（
一
八
七
四
〜
一
九
四
二）

63
（

）
は
「
十
三
港
と
青
森
」
で
、「
寛

永
元
年
に
江
戸
青
森
間
回
漕
通
航
を
幕
府
へ
請
願
し
、
翌
二
年
五
月
十
五
日
土
井
大

炊
頭
利
勝
、
酒
井
雅
楽
頭
忠
世
の
名
を
以
て
許
可
せ
ら
れ
た）

64
（

」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は

寛
永
二
年
説
と
も
理
解
し
得
る
が
、『
沿
革
史
』
の
説
く
寛
永
元
年
説
を
前
提
と
す

る
「
奉
書
」
の
解
釈
と
み
て
、
こ
れ
も
ま
た
寛
永
元
年
説
の
類
型
と
み
た
い
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
特
集
に
お
い
て
す
べ
て
の
論
者
が
寛
永
元
年
説
を
支
持
し
て
い

た
訳
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
竹
内
運
平
は
「
青
森
港
発
展
の
歴
史
と
北
島
の
拓

殖
」
で
、
藩
政
時
代
の
青
森
湊
の
繁
栄
は
「
所
謂
津
軽
年
代
記
の
『
寛
永
二
年
江
戸

廻
船
始
り
申
候
、
外
ヶ
浜
へ
上
方
船
多
参
候
て
賑
々
敷
成
候）

65
（

』」
と
記
し
て
い
た
。

肴
倉
弥
八
も
「
編
輯
後
記
」
で
「
本
年
は
恰
度
寛
永
二
年
信
政（

枚
）公

は
藩
祖
為
信
の
胎

謀
を
つ
ぎ
、
青
森
港
を
善
知
鳥
村
に
開
港
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
竹
内
は
そ

の
後
著
書
『
青
森
県
通
史
』
に
お
い
て
、「
寛
永
元
年
」
を
青
森
開
港
の
起
点
と
み

た
の
は
さ
き
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
昭
和
十
年
代
に
お
け
る
寛
永
元

年
説
の
勢
い
の
一
端
が
見
て
と
れ
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
十
五
年
発
刊
の
『
青
森
市

誌
』
で
も
「
善
知
鳥
村
が
青
森
村
と
改
称
さ
れ
た
の
は
、
今
よ
り
三
百
余
年
前
の
寛

永
元
年
で
あ
つ
た）

66
（

」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
う
と
う
』
を
介
し
て
説
か
れ

た
寛
永
元
年
説
は
、
こ
う
し
て
広
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、、
青
森
市
が
発

行
す
る
『
市
勢
一
覧
表
』（『
市
勢
要
覧
』）
も
ま
た
影
響
を
受
け
、
昭
和
十
二
年
か

ら
「
寛
永
元
年
」
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
頃
『
う
と
う
』
誌
上
で
寛
永
二
年
説
を
取
り
続
け
た
の
は
、
肴
倉
弥

八
で
あ
っ
た
。
肴
倉
は
後
に
『
青
森
市
史
』
の
編
纂
等
に
関
わ
り
、
青
森
市
内
で
の

寛
永
元
年
説
の
拡
大
・
定
着
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
彼
自

身
は
寛
永
二
年
説
の
論
者
で
あ
っ
た）

67
（

。
つ
ぎ
に
、
そ
う
し
た
肴
倉
が
『
青
森
市
史
』

と
ど
う
向
き
合
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

昭
和
二
七
年
か
ら
の
市
史
編
纂
事
業
は
、
寛
永
元
年
説
が
諸
説
の
な
か
で
決
定
的

に
優
位
と
な
り
、
盤
石
な
る
通
説
と
な
る
礎
と
な
っ
た）

68
（

。
昭
和
二
九
年
、
最
初
に
発

刊
さ
れ
た
『
青
森
市
史
』
教
育
編
の
第
一
声
は
、「
青
森
港
は
寛
永
元
年
開
港
さ
れ

た
る
以
前
は
、
善
知
鳥
村
と
称
し
外
ヶ
浜
の
漁
村
で
あ
っ
た）

69
（

」
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、

昭
和
四
四
年
の
青
森
市
制
七
〇
周
年
記
念
で
発
刊
し
た
『
目
で
見
る
青
森
の
歴
史
』

を
含
め
、
同
四
九
年
の
最
終
巻
索
引
編
ま
で
、
寛
永
二
年
説
を
併
記
す
る
こ
と
す
ら

せ
ず
一
貫
し
て
「
寛
永
元
年
青
森
開
港
」
を
貫
い
た
。

　

こ
の
間
、
昭
和
三
〇
年
刊
の
人
物
編
の
あ
と
が
き
に
、
肴
倉
は
人
物
編
に
掲
載
さ

れ
た
「
藩
政
時
代
の
主
要
人
物
は
拙
稿
『
青
森
建
設
の
恩
人
た
ち
』
に
収
録
せ
る
諸

編
に
加
筆
、
訂
正
掲
載
し
た
」
と
記
す
。
た
と
え
ば
、『
青
森
建
設
の
恩
人
た
ち
』

で
最
初
に
取
り
上
げ
た
津
軽
信
枚
の
項
目
の
冒
頭
は
「
外
ヶ
浜
の
一
漁
村
で
あ
つ
た

善
知
鳥
村
は
寛
永
元
年
、
森
山
弥
七
郎
を
し
て
開
港
せ
し
め
た
の
は
、
藩
祖
為
信
公

の
遺
命
あ
つ
た
に
せ
よ
津
軽
信
牧
公
が
強
行
し
た
の
で
あ
る）

70
（

」
と
あ
る
。
こ
の
一
節

は
人
物
編
と
ほ
ぼ
同
文
で
、
注
目
す
べ
き
は
肴
倉
は
自
著
で
も
寛
永
元
年
説
を
採
用

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
竹
内
運
平
の
よ
う
に
自
説
を
変
更
し
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た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
昭
和
四
三
年
二
月
の
『
東
奥

日
報
』
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
お
い
て
肴
倉
は
「
青
森
開
港（

マ
マ
）

が
寛
永
二
年
（
一
六
二

五
）で
す）

71
（

」
と
語
っ
て
い
た
。
肴
倉
は
ふ
た
つ
の
説
を
使
い
分
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
堤
弾
正
左
衛
門
に
よ
る
「
荒
川
開
削
」
論
に
対
し
た
肴
倉
の
姿

勢
か
ら
考
え
て
み
た
い
。「
荒
川
開
削
」
論
と
は
、
現
在
善
知
鳥
神
社
境
内
に
あ
る

う
と
う
沼
は
、
か
つ
て
青
森
平
野
に
あ
っ
た
巨
大
な
湖
沼
が
縮
小
し
た
も
の
で
、
そ

れ
は
同
湖
沼
に
注
い
で
い
た
荒
川
の
流
れ
を
堤
弾
正
左
衛
門
が
変
え
た
こ
と
が
原
因

だ
と
す
る
仮
説
の
こ
と
で
あ
る）

72
（

。『
青
森
市
史
』
で
は
、
昭
和
三
一
年
発
刊
の
港
湾

編
上
で
紹
介
し
、
同
四
七
年
の
社
寺
編
で
も
肯
定
的
な
記
述
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の

説
は
、
昭
和
三
〇
年
に
横
内
公
民
館
が
発
刊
し
た
『
横
内
村
誌
』
で
「
史
家
の
定
説
」

と
評
価
さ
れ
、
現
在
に
お
い
て
も
市
民
に
好
意
的
に
受
け
取
ら
れ
、
ね
ぶ
た
の
素
材

に
も
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
肴
倉
は
こ
の
間
、
昭
和
三
三
年
の
論
文
「
青
森

平
野
開
拓
雑
考
（
一）

73
（

）」
で
「
堤
弾
正
が
横
内
、
鏡
城
（
横
内
城
―
引
用
者
注
）
の

外
廓
に
荒
川
河
を
開
さ
く
し
た
と
い
う
説
に
は
賛
成
し
か
ね
る
」
と
こ
の
説
を
否
定

し
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
肴
倉
は
自
説
と
通
説
的
見
解
（
と
肴
倉
が
認
め
ざ

る
を
得
な
い
説
、
多
数
説
）
と
を
峻
別
し
、
青
森
市
が
発
刊
す
る
い
わ
ば
公
的
な
歴

史
叙
述
で
あ
る
と
か
、
広
く
市
民
の
目
に
触
れ
る
可
能
性
の
あ
る
自
ら
の
著
作
物
に

お
い
て
は
自
説
を
引
っ
込
め
る
と
い
う
姿
勢
・
態
度
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
肴
倉
は
『
青
森
市
史
』
の
な
か
で
は
、
自
分
が
支
持
す

る
寛
永
二
年
説
を
敢
て
主
張
し
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
逆
に
、
せ
め
て
論

文
の
な
か
で
寛
文
元
年
説
の
（
肴
倉
氏
に
と
っ
て
の
）
不
備
を
指
摘
し
て
い
た
ら
、

そ
の
後
圧
倒
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
「
寛
永
元
年
」
説
が
青
森
市
内
に
溢
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
青
森
市
史
』
の
発
刊
終
了
後
は
、
青
森
市
制
八
〇
周
年
を
記
念
し
て
教
育
委
員

会
と
青
森
市
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
が
昭
和
五
四
年
に
刊
行
し
た
『
ふ
る
さ
と
青
森

の
歴
史
』、
そ
し
て
市
制
九
〇
周
年
記
念
で
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
青
森
市
が

刊
行
し
た
『
青
森
市
の
歴
史
―
永
劫
の
時
に
思
い
を
は
せ
て
』（
以
下
『
青
森
市
の

歴
史
』
と
略
記
）
で
は
す
べ
て
「
寛
永
元
年
青
森
開
港
」
で
叙
述
さ
れ
、
市
民
に
も

そ
う
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
が
分
か
り
や
す
い
形
で
現
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
盛

ん
に
編
纂
さ
れ
た
「
町
会
誌
」
の
記
述
を
あ
げ
よ
う
。
表
2
は
、
青
森
市
民
図
書
館

で
確
認
で
き
た
三
七
冊
の
「
町
会
誌
」
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
十
冊
が

「
青
森
開
港
」
に
つ
い
て
記
し
て
お
り
、
そ
の
記
述
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
「
町
会
誌
」
で
「
青
森
開
港
」
に
つ
い
て
執
筆
す
る
際
、
多
く
の
ば
あ
い

で
青
森
市
が
刊
行
し
た
『
青
森
市
史
』
等
を
参
考
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

博
労
町
会
の
『
旭
橋
』
は
『
青
森
市
史
』
年
表
編
の
寛
永
元
年
〜
同
六
年
、
正
保
二

年
（
一
六
四
五
）
〜
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
ま
で
を
、
体
裁
を
含
め
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
沖
館
第
二
町
会
・
沖
館
第
三
町
会
・
沖
館
第
四
町
会
の

『
町
会
合
同
創
立
50
周
年
記
念
誌 

お
き
だ
て 

町
会
は
笑
顔
と
協
調
か
ら
』
の
佐
藤

紘
一
氏
寄
稿
引
用
文
は
、『
青
森
市
史
』
第
二
巻
港
湾
編
上
に
み
え
る
「
青
森
開
港

は
強
隣
南
部
氏
に
対
す
る
防
備
柵
の
強
化
と
、
租
米
の
江
戸
回
航
が
目
的）

74
（

」
と
い
う

一
節
と
酷
似
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に
お
い
て
「
寛
永
元
年
青
森

開
港
」
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
し
、『
青
森
市
史
』
等
は
そ
う
や
っ
て
市
民
に
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
も
、
発
刊
目
的
の
ひ
と
つ
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、「
ほ
ぼ
」
と
し
た
の
は
、
た
と
え
ば
、
昭
和
五
九
年
発
刊
の
『
松
原
町
会
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の
歩
み
』
は
「
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
弥
七
郎
は
開
港
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
、
青
森

の
港
づ
く
り
と
町
づ
く
り
に
取
り
か
か
り
ま
し
た）

75
（

」
と
し
、
平
成
五
年
発
刊
の
篠
田

町
会
の
『
町
創
立
65
年 

町
会
発
足
40
年 

記
念
誌
一
里
塚
』
は
「『
善
知
鳥
村
の
海

は
深
く
、
港
と
し
て
多
く
の
船
の
出
入
り
が
出
来
、
物
資
の
輸
送
も
便
利
で
あ
る
』

と
外
ヶ
浜
開
港
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
森
山
弥
七
郎
が
藩
主
に
出
し
た
調
査
報
告
書
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
元
に
幕
府
か
ら
開
港
許
可
を
得
た
の
は
寛
永
二
年
（
一
六
二
五

年
）
で
あ
る）

76
（

」
と
「
寛
永
二
年
」
説
を
採
用
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る）

77
（

。

　

つ
ま
り
、「
青
森
開
港
」
は
「
寛
永
元
年
」
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
訳
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
こ
れ
ら
二
つ
の
「
町
会
誌
」
が
示
し
て
く
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
実
は
、
寛
永
元
年
説
は
『
青
森
市
史
』
を
は
じ
め
『
市
勢
要
覧
』「
町

会
誌
」
な
ど
そ
れ
を
記
し
た
刊
行
物
の
「
数
」
は
多
い
も
の
の
、
お
お
む
ね
青
森
市

内
で
し
か
通
用
し
な
い
歴
史
認
識
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
刊
行

物
以
外
に
目
を
や
る
と
、
寛
永
元
年
説
で
は
な
い
見
解
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
二
つ
の
「
町
会
誌
」
は
そ
う
し
た
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
、「
寛
永
元
年
」
説
が
『
う
と
う
』
誌
上
に
登
場
し
そ
れ
が
世
人
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
頃
、
昭
和
十
二
年
に
発
刊
の
東
北
振
興
会
編
『
津
軽
藩

史
』
は青

森
は
以
前
は
善
知
鳥
村
と
称
し
、
荒
寥
た
る
一
の
漁
村
に
過
ぎ
な
か
つ
た

が
、
寛
永
二
年
信
牧
森
山
弥
七
郎
に
命
じ
て
初
め
て
港
を
開
き
、
青
森
村
と
命

名
し
た
の
で
あ
つ
た）

78
（

と
寛
永
二
年
説
で
記
し
た
。
さ
ら
に
敗
戦
後
、『
青
森
市
史
』
を
参
考
に
で
き
る
状

況
で
あ
っ
た
昭
和
四
一
年
に
発
刊
の
、
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
編
『
青
森
県
の
歴

史
』
は

信
枚
の
や
っ
た
事
業
は
こ
の
ほ
か
に
青
森
港
の
建
設
が
あ
り
ま
す
。
一
六
二
五

（
寛
永
二
）
年
、
江
戸
へ
の
廻
船
が
幕
府
よ
り
許
可
さ
れ
、
青
森
港
の
工
事
と

町
づ
く
り
は
進
み
、
翌
年
に
完
成
し
ま
し
た

と
や
は
り
寛
永
二
年
説
を
採
用
し
て
い
る）

79
（

。
さ
ら
に
、
昭
和
四
五
年
に
発
刊
の
、
か

つ
て
弘
前
大
学
の
教
授
を
務
め
た
宮
崎
道
生
の
著
書
『
青
森
県
の
歴
史
』
の
付
録
と

し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
年
表
も
寛
永
二
年
説
を
採
用
し
た）

80
（

。

　

つ
ま
り
、「
津
軽
の
歴
史
」「
青
森
県
の
歴
史
」
と
い
っ
た
フ
レ
ー
ム
に
お
い
て
「
寛

永
元
年
青
森
開
港
」
が
歴
史
叙
述
に
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
く）

81
（

、
史
料
的
な
根

拠
に
乏
し
い
「
寛
永
元
年
青
森
開
港
」
は
も
っ
ぱ
ら
「
青
森
市
の
歴
史
」
の
な
か
で

叙
述
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
治
体
が
発
刊
し
た
『
青
森

市
史
』
な
ど
の
通
史
的
な
叙
述
に
記
さ
れ
た
せ
い
か
、
広
く
青
森
市
民
に
浸
透
す
る

こ
と
に
な
り
地
域
に
偏
っ
た
「
い
び
つ
な
通
説
」
が
形
づ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
歴
史
的
経
過
を
ふ
ま
え
た
と
き
、
平
成
十
年
五
月
二
四
日
の
青
森
市
制

施
行
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
に
お
け
る
市
長
の
式
辞
で
「
顧
み
ま
す
と
、
我
が
青
森

市
は
、
か
つ
て
外
が
浜
の
一
漁
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
寛
永
二

年
、
今
か
ら
三
七
〇
年
前
に
津
軽
藩
に
よ
っ
て
開
港
さ
れ）

82
（

」
と
寛
永
二
年
説
に
触
れ

た
の
は
、
画
期
的
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
以
来

実
に
六
二
年
振
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
式
辞
に
お
い
て
寛
永
二
年
説
を
採
用
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
式
典
後
の
同
年
十
月
に
発
刊
と
な
っ
た
『
教
育
』
の
原
稿
を
背

景
と
し
た
、
市
史
編
さ
ん
室
の
影
響
が
あ
る
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
年
以
上

の
時
間
が
経
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
当
時
の
編
さ
ん
室
長
の
記
憶
に
は
な

か
っ
た
。
た
だ
、
式
辞
の
ラ
イ
タ
ー
が
青
森
市
の
刊
行
物
に
お
い
て
長
く
「
寛
永
元
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年
」
と
記
し
て
い
る
も
の
を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
寛
永
二
年
」
と
書
き
改
め
る
こ
と
は
し

な
い
だ
ろ
う
。

三
　
自
治
体
史
引
用
の
落
と
し
穴 

―
教
育
分
野
の
「
青
森
開
港
」
―

　
「
寛
永
元
年
青
森
開
港
」
説
は
、
青
森
市
民
の
ほ
か
教
育
関
係
者
に
も
受
容
さ
れ

た
よ
う
だ
。
た
と
え
ば
、
昭
和
四
九
年（
一
九
七
四
）、
同
六
四
年
、
平
成
十
九
年（
二

〇
〇
七
）
の
三
度
刊
行
し
た
青
森
県
高
等
学
校
地
方
史
研
究
会
『
青
森
県
の
歴
史
散

歩
』
が
そ
う
で
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
平
成
十
九
年
版
に
は
「
青
森
開
港
は
一
六

二
四
（
寛
永
元
）
年）

83
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
五
九
年
の
青
森
県
小
学
校

教
育
研
究
会
社
会
科
教
育
部
会
『
史
跡
と
人
物
で
つ
づ
る
―
青
森
県
の
歴
史
』
は

「
信
枚
は
、
一
六
二
四
年
（
寛
永
元
年
）、
当
時
の
善
知
鳥
村
に
、
港
づ
く
り
、
町
づ

く
り
を
開
始
し
、
よ
く
年
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
善
知
鳥
村
一
帯
を
青
森
と

名
前
を
改
め
ま
し
た）

84
（

」
と
記
述
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
直
近
で
は
、「
青
森
県
内
の
学
校
で
教

を
と
る
先
生
方
」
を
主
な
読
者

と
し
て
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
刊
行
の
、
小
瑶
史
朗
・
篠
塚
明
彦
編
『
教
科
書

と
一
緒
に
読
む
津
軽
の
歴
史
』
の
「
10
活
発
だ
っ
た
日
本
海
の
海
運
―
海
上
交
通
網

の
整
備
と
北
前
船
」
で
「
江
戸
時
代
初
期
の
一
六
二
四
（
寛
永
元
）
年
、
弘
前
藩
二

代
藩
主
津
軽
信
枚
に
よ
り
青
森
湊
が
開
港
し
た）

85
（

」
と
記
し
て
い
る
。
寛
永
元
年
説
の

教
育
関
係
と
の
親
和
性
に
つ
い
て
、
直
接
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で

あ
げ
た
書
籍
類
は
「
青
森
開
港
」
を
テ
ー
マ
に
歴
史
学
的
に
論
じ
よ
う
と
す
る
性
格

の
も
の
で
は
な
い
の
で
、『
沿
革
史
』
に
掲
載
さ
れ
た
史
料
を
熟
読
玩
味
し
て
、「
な

る
ほ
ど
寛
永
元
年
で
間
違
い
な
い
」
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
と
す

れ
ば
、
地
域
の
歴
史
を
語
る
と
き
に
は
、
対
象
と
な
る
自
治
体
が
発
刊
す
る
刊
行
物

に
記
さ
れ
た
歴
史
叙
述
（
自
治
体
史
）
を
参
考
に
す
る
と
い
う
一
般
的
な
所
作
に

よ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
地
域
の
歴
史
叙
述
に
お
け
る
自
治
体
史
の
持
つ

意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
が
「『
教
育
』
関
係
者
に
よ
る
刊
行
物
」
と
い
う
点
と
い
う
こ

と
で
と
く
に
見
逃
せ
な
い
こ
と
は
、
寛
永
元
年
説
は
自
治
体
史
に
「
な
ぜ
寛
永
元
年

な
の
か
」
と
い
う
理
由
が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
自
治
体
史

で
は
議
論
の
余
地
の
な
い
も
の
と
し
て
「
寛
永
元
年
」
説
を
主
張
し
て
い
た
と
し
て

も
、
児
童
・
生
徒
か
ら
「
な
ぜ
」
を
問
わ
れ
た
な
ら
ば
、
教
壇
に
立
つ
先
生
は
ど
う

答
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
問
題
意
識
を
持
た
な
い
安
易
な
自
治
体
史
の
引
用
は
避
け
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

さ
ら
に
、
平
成
十
年
の
『
教
育
』
発
刊
以
降
は
、
史
料
的
な
根
拠
を
明
示
し
た
寛

永
元
年
以
外
の
考
え
方
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
た
と
え
ば
、

青
森
市
内
の
小
学
生
が
学
習
す
る
社
会
科
の
「
副
読
本
」
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
ら
く

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）「
善
知
鳥
村
に
港
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
始
め
る
」
と

記
し
て
き
た
が
、
令
和
三
年
度
か
ら
は
寛
永
元
年
説
を
ひ
と
ま
ず
「
卒
業
」
し
た
。

た
だ
、
青
森
開
港
以
外
の
事
柄
に
お
い
て
、
基
本
的
な
歴
史
事
実
に
関
す
る
知
識
も

含
め
課
題
は
多
い）

86
（

。

　

こ
れ
は
、
現
職
の
先
生
方
（
に
限
ら
ず
青
森
市
民
一
般
に
い
え
る
こ
と
で
は
あ
る

が
）
が
、
小
中
学
校
で
地
域
の
歴
史
を
学
習
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る）

87
（

。
そ
の
意
味
で
は
、
青
森
市
限
定
で
は
あ
る
が
、「
地
域
」

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
歴
史
教
育
の
在
り
方
に
は
根
の
深
い
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い

る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
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む
す
び
に
か
え
て

　
「
青
森
開
港
」
の
年
代
を
め
ぐ
っ
て
、
依
然
と
し
て
寛
永
元
年
説
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
さ
れ
る
の
は
、
現
在
の
通
説
的
歴
史
叙
述
が
、
実
は
一
般
、
ま
た
研
究
者
レ
ベ
ル

に
お
い
て
も
い
ま
だ
「
通
説
」
と
し
て
「
選
択
」
さ
れ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る

と
い
う
こ
と
を
物
語
る
。
そ
れ
は
、
直
接
的
に
は
現
在
の
通
説
的
叙
述
の
発
信
力
の

弱
さ
と
い
う
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
で
は
「
青
森
市
民
図

書
館
歴
史
資
料
室
」
に
身
を
置
く
者
と
し
て
猛
省
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　

し
か
し
、
肴
倉
弥
八
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、「
青
森
開
港
」
に
関
す
る
諸
説

の
有
効
性
を
議
論
し
て
こ
な
か
っ
た
、
い
わ
ば
研
究
の
停
滞
期
が
長
期
間
あ
っ
た
事

実
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で
も
あ
る
。
か
つ
て
『
う
と
う
』
で
寛
永
元
年
説
を
採
用

し
た
論
者
た
ち
は
、
自
身
が
論
拠
と
す
る
「
史
料
」
を
積
極
的
に
示
し
て
こ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
『
沿

革
史
』
の
発
刊
以
降
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
『
旧
県
史
』
が
発
刊
さ
れ
、

「
青
森
開
港
」
に
関
す
る
史
料
が
い
く
つ
も
提
示
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
五

年
に
も
青
森
県
教
育
会
が
「
中
等
学
校
二
・
三
年
生
程
度
」
を
対
象
と
し
て
「
所
謂

郷
土
青
森
県
に
残
存
す
る
古
文
書
」
で
も
っ
て
構
成
し
た
『
郷
土
読
本
』
を
発
刊
し

た
。
そ
こ
で
は
「
青
森
開
港
」
に
つ
い
て
は
、「
奥
富
士
物
語
」
の
該
当
箇
所
が
収

録
さ
れ
た）

88
（

。
少
な
く
と
も
、
青
森
郷
土
会
が
活
動
を
始
め
た
頃
に
は
、
諸
説
を
検
討

し
得
る
環
境
に
は
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
こ
と
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
不
幸
に
も
諸

説
の
な
か
で
最
も
史
料
的
な
根
拠
が
脆
弱
で
否
定
さ
れ
る
べ
き
寛
永
元
年
説
が
、
多

く
の
郷
土
史
研
究
家
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
疑
問
を
抱
く
少
数

者
は
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。
そ
し
て
、
地
域
に
お
け
る
歴
史
研
究
・
歴
史
叙
述
の
基
礎
と

な
る
自
治
体
史
に
記
さ
れ
た
こ
と
で
、
市
民
に
も
広
く
受
容
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
子

ど
も
時
代
に
学
ん
で
こ
な
か
っ
た
（
学
ぶ
機
会
が
な
か
っ
た
）
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
、

教
育
現
場
に
ま
で
持
ち
込
ま
れ
た
。
こ
れ
が
「
寛
永
元
年
青
森
開
港
」
の
正
体
な
の

で
あ
る
。

　

青
森
市
は
間
も
な
く
「
青
森
開
港
」
か
ら
四
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
。「
い
つ
」

か
ら
の
四
〇
〇
年
か
…
。
そ
の
答
え
探
し
に
お
い
て
「
寛
永
元
年
」
と
い
う
呪
縛
か

ら
は
、
も
は
や
解
き
放
た
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

註（
1
）
青
森
市
刊
、
四
〜
五
ペ
ー
ジ
。

（
2
）
弘
前
市
企
画
部
企
画
課
刊
、
二
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
3
）
青
森
県
刊
、
三
一
五
ペ
ー
ジ
。

　
　
　

な
お
、
同
書
で
は
、
寛
永
二
年
の
連
署
奉
書
に
関
し
て
、『
新
青
森
市
史
』
通
史

編
第
二
巻
近
世
（
資
料
編
2
古
代
・
中
世
の
誤
り
）
を
拠
り
所
と
し
て
「
最
近
は
す

で
に
そ
の
三
年
前
か
ら
青
森
の
築
港
が
開
始
さ
れ
、
同
年
に
港
が
完
成
し
た
段
階

で
、
幕
府
年
寄
衆
か
ら
の
連
署
奉
書
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
見
解
も
あ
る
」
と
新

説
を
併
記
し
て
い
る
。
こ
の
説
の
根
拠
は
「
津
軽
一
統
志
」
巻
八
寛
永
二
年
条
で
、

史
料
解
釈
の
私
見
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
4
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
2
版
（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
、
一
八
八
ペ
ー
ジ
）。

（
5
）
た
と
え
ば
、青
森
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
青
森
開
港
と
水
産
関
係
略
年
表
」
が
「
寛

永
元
年
」
説
を
採
用
し
て
い
る
（
二
〇
二
二
年
一
月
十
九
日
確
認
）。
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（
6
）
長
谷
川
成
一
『
郷
土
歴
史
シ
リ
ー
ズ
Vol
４　

津
軽
信
枚
―
弘
前
藩
の
基
礎
を
築
い

た
「
天
下
無
双
の
美
男
」
藩
主
』（
弘
前
市
立
博
物
館
後
援
会
、二
〇
一
七
年
、九
ペ
ー

ジ
）。

（
7
）『
新
青
森
市
史
』
資
料
編
4
近
世
（
2
）
四
二
号
文
書
（
青
森
市
、二
〇
〇
四
年
）。

（
8
）「
青
森
記
」（『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
2
五
二
三
号
文
書
、
青
森
県
、
二
〇
〇

二
年
）。

（
9
）（
8
）
に
お
な
じ
。

（
10
）（
7
）
書
、
四
号
文
書
。

（
11
）（
8
）
に
お
な
じ
。

（
12
）
こ
の
条
文
は
、
寛
永
中
期
に
は
青
森
の
町
立
て
に
お
け
る
中
心
的
課
題
に
な
っ
て

い
た
と
み
ら
れ
る
。

（
13
）
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

（
14
）『
青
森
市
史
』
人
物
編
（
青
森
市
、
一
九
五
五
年
、
二
八
七
〜
二
八
九
ペ
ー
ジ
）。

　
　
　

ち
な
み
に
、
明
治
三
二
年
に
青
森
高
等
小
学
校
（
現
青
森
市
立
浦
町
小
学
校
）
の

校
長
に
就
任
し
た
山
内
は
、
同
三
六
年
に
出
張
先
の
東
京
で
卓
球
の
道
具
を
買
い
求

め
、
こ
れ
を
同
校
と
新
町
女
子
尋
常
小
学
校
（
昭
和
二
一
年
〈
一
九
四
六
〉
に
長
島

国
民
学
校
に
統
合
）
に
備
え
て
い
る
。「
卓
球
王
国
青
森
県
」
は
、
こ
の
山
内
の
お

土
産
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
工
藤
大
輔
「
浦
町
村
の
あ
ゆ
み
と
横
山
町
」、『
横

山
町
々
会
誌
』、
横
山
町
町
会
、
二
〇
二
〇
年
、
四
三
ペ
ー
ジ
）。

（
15
）
蔦
谷
大
輔「『
津
軽
一
統
志
』の
流
布
と
利
用
に
つ
い
て
」（『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』

第
一
二
五
号
、
二
〇
〇
八
年
、
三
一
〜
三
二
ペ
ー
ジ
）。

（
16
）（
15
）
に
お
な
じ
。

（
17
）『
青
森
県
叢
書
第
九
編　

奥
富
士
物
語
下
巻
』（
青
森
県
学
校
図
書
館
協
議
会
、
一

九
五
四
年
、
二
五
五
ペ
ー
ジ
）。

（
18
）「
封
内
事
実
秘
苑
二
」元
和
八
年
条（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
一
般
郷
土
資
料
）。

（
19
）『
み
ち
の
く
双
書
第
七
集　

津
軽
歴
代
記
類
上
巻
』（
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
、

一
九
五
九
年
、
七
四
ペ
ー
ジ
）
所
収
の
「
森
内
左
兵
衛
家
記
」
は
信
枚
の
大
間
越
か

ら
十
三
湊
の
下
浜
の
年
代
を
寛
永
元
年
の
こ
と
と
す
る
。

（
20
）『
新
青
森
市
史
』
資
料
編
2
古
代
・
中
世
（
青
森
市
、
二
〇
〇
五
年
、
五
五
六
ペ
ー

ジ
）。

（
21
）
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
22
）
明
治
四
二
年
末
に
市
役
所
に
納
品
さ
れ
、
関
係
者
等
へ
の
配
布
は
翌
年
一
月
十
三

日
か
ら
始
ま
っ
た
（
明
治
四
三
年
一
月
十
四
日
付
『
東
奥
日
報
』）。

（
23
）
明
治
三
四
年
三
月
二
七
日
付
お
よ
び
同
年
十
一
月
二
一
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
24
）
明
治
三
五
年
十
一
月
七
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
25
）『
青
森
県
人
名
大
事
典
』（
東
奥
日
報
社
、
一
九
六
九
年
、
一
三
八
ペ
ー
ジ
）。

　
　
　

右
の
事
典
で
は
四
教
塾
は
正
覚
寺
に
開
か
れ
た
と
す
る
が
、『
教
育
』
で
は
「
御

仮
屋
及
び
蓮
華
・
正
覚
の
二
寺
」
と
す
る
。
ま
た
、
青
森
浜
町
の
豪
商
滝
屋
の
文
書

に
は
明
治
四
年
九
月
に
「
御
仮
屋
拝
借
家
塾
取
開
」
と
あ
る
（『
青
森
市
史
』
第
九

巻
資
料
3
一
五
〇
四
号
文
書
、
青
森
市
、
一
九
七
〇
年
）。

（
26
）
明
治
四
一
年
六
月
十
八
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
27
）
明
治
三
九
年
五
月
十
九
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
28
）
明
治
四
一
年
六
月
六
日
付
『
東
奥
日
報
』「
用
捨
箱
」。

（
29
）『
東
奥
日
報
と
明
治
時
代
』（
東
奥
日
報
社
、
一
九
五
八
年
、
九
一
ペ
ー
ジ
）。

（
30
）
明
治
四
一
年
六
月
十
八
日
付
『
東
奥
日
報
』。

（
31
）『
青
森
市
史
』
第
十
一
巻
索
引
編
（
青
森
市
、
一
九
七
四
年
、
二
四
七
ペ
ー
ジ
）。

（
32
）
綱
文
の
理
解
は
『
青
森
県
史
』
資
料
編
近
世
1
（
二
〇
〇
一
年
、青
森
県
、二
一
ペ
ー

ジ
）
の
資
料
解
説
に
し
た
が
っ
た
。

（
33
）
小
稿
で
は
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
に
歴
史
図
書
社
か
ら
復
刊
と
な
っ
た
、『
新

編
青
森
県
叢
書
（
七
）』
に
所
収
の
本
文
を
使
用
し
た
。

（
34
）
十
五
ペ
ー
ジ
。

（
35
）「
外
浜
築
城
構
想
」
と
は
、
天
正
十
八
年
以
降
の
あ
る
時
、
津
軽
為
信
が
信
枚
に
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対
し
て
南
部
氏
へ
の
備
え
と
し
て
「
妙
見
堂
の
下
田
表
川
」
の
川
端
に
築
城
を
命
じ

た
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
伝
承
は
横
内
城
を
拠
点
と
し
た
外
浜
開
発

に
、「『
為
信
―
信
枚
』
正
統
の
論
理
」
が
論
理
的
な
支
柱
と
な
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
（
工
藤
大
輔
「
青
森
の
町
づ
く
り
と
『
英
雄
』
伝
―
森
山
弥
七

郎
と
進
藤
庄
兵
衛
―
」『
東
奥
文
化
』
第
九
一
号
、二
〇
二
〇
年
、四
〜
七
ぺ
ー
ジ
）。

（
36
）「
外
浜
築
城
構
想
」
は
、「
青
森
旧
記
之
写
・
堂
舎
建
立
記
」（
弘
前
市
立
弘
前
図

書
館
蔵
八
木
橋
文
庫
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
文
書
は
青
森
御
派
頭
の

佐
藤
理
左
衛
門
と
村
井
新
助
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、「
御
派
頭
」
は
「
町
年
寄
」
の
前
に
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
青
森

が
こ
の
地
に
誕
生
し
て
か
ら
そ
う
遠
く
は
な
い
時
期
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
37
）
工
藤
大
輔
「「『
青
森
開
港
の
恩
人
』
森
山
弥
七
郎
」
の
人
物
像
を
考
え
直
す
」（『
弘

前
大
学
国
史
研
究
』
第
一
五
一
号
、
二
〇
二
一
年
、
七
〇
〜
七
二
ペ
ー
ジ
）。

（
38
）
五
〇
ペ
ー
ジ
。

（
39
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
一
般
郷
土
資
料
。

（
40
）「
村
井
旧
記
」
と
「
封
内
事
実
秘
苑
」
と
の
関
係
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
寛
永
十
一

年
三
月
二
十
一
日
付
の
津
軽
信
義
黒
印
状
の
日
付
を
「
二
十
二
日
」
と
読
み
違
え
る

な
ど
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。

（
41
）『
み
ち
の
く
双
書
特
輯　

津
軽
史
』
第
二
巻
（
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
、
一
九

七
三
年
、
一
九
一
ペ
ー
ジ
）。

（
42
）『
み
ち
の
く
双
書
第
一
集　

永
禄
日
記
』
解
題
（
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
、
一

九
五
六
年
）。

（
43
）『
新
編
弘
前
市
史
』
通
史
編
2
（
近
世
1
）
史
料
解
題
（
弘
前
市
企
画
部
企
画
課
、

二
〇
〇
二
年
、
七
四
七
ペ
ー
ジ
）。

（
44
）（
42
）
書
。

（
45
）
弘
前
出
身
で
、
大
学
卒
業
後
各
地
で
教
員
を
務
め
た
の
ち
、
北
海
道
庁
嘱
託
と
し

て
道
史
編
纂
に
関
わ
る
。
弘
前
帰
郷
後
の
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
か
ら
は
陸
奥

史
談
会
長
を
務
め
た
（
前
掲
『
青
森
県
人
名
大
事
典
』、
三
六
六
ペ
ー
ジ
）。

（
46
）
東
奥
日
報
社
刊
、
一
二
三
ペ
ー
ジ
。

（
47
）
弘
前
市
出
身
の
教
育
者
で
、『
青
森
県
教
育
史
』『
弘
前
市
教
育
史
』
な
ど
の
執
筆

を
担
当
し
た
人
物
で
あ
る
（『
青
森
県
人
名
辞
典
』
東
奥
日
報
社
、
二
〇
〇
二
年
、

九
五
五
ペ
ー
ジ
）。

（
48
）
津
軽
書
房
刊
、
一
〇
二
ペ
ー
ジ
。

（
49
）
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
津
軽
家
文
書
。

（
50
）
吉
川
弘
文
館
刊
、
四
五
ペ
ー
ジ
。

　
　
　

そ
の
後
は
、
石
塚
雄
士
氏
も
青
森
開
港
を
寛
永
三
年
と
し
て
い
る
（「
津
軽
米
を

江
戸
へ
―
青
森
湊
と
東
廻
海
運
」、
瀧
本
壽
史
監
修
『
青
森
・
東
津
軽
郡
の
歴
史
』、

郷
土
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
〇
八
ペ
ー
ジ
）。

（
51
）
史
料
本
文
は
『
み
ち
の
く
双
書
第
五
集　

津
軽
藩
旧
記
伝
類
』（
青
森
県
文
化
財

保
護
協
会
、
一
九
五
八
年
、
一
二
二
ペ
ー
ジ
）
か
ら
引
用
し
た
。

（
52
）
史
料
本
文
は
『
み
ち
の
く
双
書
特
輯　

津
軽
史　

第
四
巻
』（
青
森
県
文
化
財
保

護
協
会
、
一
九
七
四
年
、
二
七
六
ペ
ー
ジ
）
か
ら
引
用
し
た
。

（
53
）
西
田
源
蔵
は
樺
太
新
聞
記
者
、
青
森
日
報
主
筆
を
経
て
、『
油
川
町
誌
』
発
刊
当

時
は
油
川
町
長
を
務
め
て
い
た
（
前
掲
『
青
森
県
人
名
大
事
典
』、
五
〇
九
〜
五
一

〇
ペ
ー
ジ
）。

（
54
）
油
川
町
誌
刊
行
会
刊
、
二
五
〜
二
六
ペ
ー
ジ
。

（
55
）（
50
）
の
石
塚
氏
も
、「
奉
書
」
に
よ
る
廻
船
運
航
の
許
可
は
「
青
森
開
港
の
契
機

と
認
め
ら
れ
る
事
柄
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

ち
な
み
に
、『
沿
革
史
』
も
「
奉
書
」
を
収
録
し
て
い
る
。
た
だ
、
同
書
は
前
年

に
青
森
が
開
港
し
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
た
め
、「
奉
書
」
を
「
江
戸
・
青
森
間
回

漕
通
航
」
の
許
可
と
い
う
捉
え
方
に
な
っ
て
い
る
。

（
56
）
青
森
市
出
身
の
郷
土
史
研
究
家
。『
青
森
市
史
』
の
編
纂
委
員
や
青
森
市
文
化
財

審
議
会
会
長
を
務
め
た
ほ
か
、青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
の
設
立
に
も
関
わ
っ
た
（
前
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掲
『
青
森
県
人
名
事
典
』、
二
八
〇
ペ
ー
ジ
）。

（
57
）『
う
と
う
』
創
刊
号
「
編
輯
後
記
」（
一
九
三
三
年
、
三
四
ペ
ー
ジ
）。

（
58
）
青
森
市
出
身
の
郷
土
史
研
究
家
で
、青
森
市
文
化
財
審
議
委
員
な
ど
を
務
め
た
（
前

掲
『
青
森
県
人
名
事
典
』、
四
八
ペ
ー
ジ
）。

（
59
）
十
六
ペ
ー
ジ
。

（
60
）「
編
輯
後
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
に
開
港
記
念
号
の
発
刊
と
な
っ
た
の
は
、「
青

森
開
港
」
三
一
〇
年
と
明
治
三
九
年
の
貿
易
港
指
定
か
ら
三
〇
年
の
節
目
に
あ
た
る

か
ら
と
い
う
。

（
61
）
東
津
軽
郡
三

村
出
身
の
教
育
者
、
郷
土
史
研
究
家
。
教
員
退
職
後
に
郷
土
史
研

究
に
専
念
し
た
（
前
掲
『
青
森
県
人
名
事
典
』、
四
一
四
ペ
ー
ジ
）。

（
62
）
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
63
）
中
津
軽
郡
千
年
村
の
生
ま
れ
で
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
東
津
軽
郡
荒
川
村

の
助
役
と
な
り
、
そ
の
か
た
わ
ら
で
『
荒
川
村
史
』
を
編
纂
し
た
。
昭
和
五
年
（
一

九
三
〇
）
か
ら
は
郷
土
史
研
究
に
専
念
し
た
（
前
掲
『
青
森
県
人
名
大
事
典
』、
一

二
四
ぺ
ー
ジ
）。

（
64
）
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（
65
）
四
ペ
ー
ジ
。

（
66
）
東
北
通
信
社
刊
、
三
ペ
ー
ジ
。

（
67
）「
青
森
開
港
と
酒
造
業
興
亡
史
」（『
う
と
う
』
二
号
、
一
九
三
三
年
）、「
松
前
藩

の
備
米
制
度
と
青
森
港
（
下
）」（『
う
と
う
』
十
二
号
、
一
九
三
五
年
）、「
青
森
港

湾
史
（
中
）」（『
う
と
う
』
十
五
号
、
一
九
三
六
年
）、「
津
軽
藩
の
漁
業
政
策
と
青

森
港
」（『
う
と
う
』
十
九
号
、一
九
三
七
年
）、「
村
井
家
古
文
書
（
一
）」（『
う
と
う
』

二
六
号
、
一
九
四
〇
年
）
な
ど
で
寛
永
二
年
説
を
採
用
し
て
い
る
。
た
だ
、「
青
森

港
湾
史
（
上
）」（『
う
と
う
』
十
四
号
、
一
九
三
六
年
）
で
は
、
な
ぜ
か
冒
頭
で
「
寛

永
元
年
」
を
主
張
す
る
（
四
五
ペ
ー
ジ
）。
肴
倉
は
こ
の
論
考
の
後
半
で
『
沿
革
史
』

の
寛
永
元
年
条
を
引
用
し
て
お
り
（
四
七
ペ
ー
ジ
）、
こ
れ
と
の
整
合
性
を
保
つ
た

め
に
寛
永
元
年
を
容
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
68
）『
青
森
市
史
』
の
最
終
巻
で
あ
る
第
十
一
巻
索
引
編
の
巻
末
「
あ
と
が
き
」（
二
四

七
〜
二
四
八
ペ
ー
ジ
）
に
よ
れ
ば
、
肴
倉
が
編
纂
事
業
の
委
嘱
を
さ
れ
た
の
は
昭
和

二
七
年
七
月
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、当
初
の
ス
タ
ッ
フ
は
肴
倉
ひ
と
り
で
は
な
か
っ

た
が
、
同
二
九
年
の
第
一
巻
教
育
編
の
発
刊
後
か
ら
「
小
生
一
人
の
責
任
」
に
な
っ

た
と
肴
倉
は
記
し
て
い
る
。

（
69
）
一
ペ
ー
ジ
。

（
70
）
青
森
商
工
会
議
所
、
一
九
五
二
年
、
一
ペ
ー
ジ
。

　
　
　

肴
倉
は
こ
の
ほ
か
に
、『
青
森
市
町
内
盛
衰
記
』（
青
森
市
町
内
盛
衰
記
刊
行
会
、

一
九
五
三
年
）
で
も
寛
永
元
年
説
を
取
っ
て
い
る
。

（
71
）
昭
和
四
三
年
二
月
一
日
付
『
東
奥
日
報
』
夕
刊
「
週
間
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」。

（
72
）
工
藤
大
輔
「
あ
な
た
は
地
域
の
歴
史
に
興
味
が
あ
り
ま
す
か
〜
歴
史
的
事
実
と
伝

承
の
間
に
〜
」。（『
平
成
29
年
度
青
森
学
術
文
化
振
興
財
団
懸
賞
論
文
受
賞
論
文
集
』、

　
　

公
益
財
団
法
人
青
森
学
術
文
化
振
興
財
団
、
二
〇
一
八
年
、
二
三
〜
二
六
ペ
ー
ジ
）。

（
73
）『
う
と
う
』
四
三
号
（
一
九
五
八
年
、
四
八
ペ
ー
ジ
）。

（
74
）
二
九
ペ
ー
ジ
。

（
75
）
一
〇
九
ペ
ー
ジ
。

（
76
）
八
ペ
ー
ジ
。

（
77
）
こ
れ
ら
二
つ
の
「
町
会
誌
」
の
ほ
か
、
富
田
ふ
れ
あ
い
町
会
の
『
創
立
三
十
周
年

記
念
誌　

融
和
』
は
、主
要
参
考
文
献
の
な
か
に
『
沿
革
史
』『
青
森
市
の
歴
史
』『
新

青
森
市
史
』（
平
成
十
七
年
三
月
刊
行
の
も
の
と
あ
る
の
で
、
資
料
編
2
古
代
・
中

世
と
み
ら
れ
る
）
を
揚
げ
、「
津
軽
の
歴
史
」
の
最
後
「
青
森
の
誕
生
と
平
野
の
開
拓
」

（
二
七
〜
三
〇
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
項
目
で
「
青
森
開
港
」
を
取
り
上
げ
た
。
記
述
の

内
容
は
、
使
用
し
て
い
る
図
版
を
含
め
『
青
森
市
の
歴
史
』
を
要
約
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
善
知
鳥
村
開
港
の
決
定
は
、
寛
永
元
年
（
一
六

二
四
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
い
う
『
青
森
市
の
歴
史
』
の
一
節
（
一
〇
三
ペ
ー
ジ
）
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を
採
用
せ
ず
、
内
容
的
に
は
寛
永
二
年
説
で
叙
述
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　
　

こ
れ
に
関
し
て
、引
用
文
献
の『
新
青
森
市
史
』で
は「
開
港
の
年
は
寛
永
二
年（
五

五
六
ペ
ー
ジ
）」
と
記
す
。
こ
の
記
述
を
受
け
て
同
町
会
誌
は
右
の
一
節
を
意
識
的

に
削
除
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
偶
然
か
。

（
78
）
東
洋
書
院
、
三
三
一
ペ
ー
ジ
。

（
79
）
青
森
県
地
方
史
文
献
刊
行
会
刊
、
八
〇
ペ
ー
ジ
。

　
　
　

さ
き
に
紹
介
し
た
、
お
な
じ
年
に
刊
行
の
千
葉
寿
夫
『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
』
の
叙

述
も
こ
の
筋
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
80
）
山
川
出
版
社
刊
、
年
表
十
三
ペ
ー
ジ
。

（
81
）
た
と
え
ば
、『
青
森
県
百
科
事
典
』（
東
奥
日
報
社
、
一
九
八
一
年
、
六
ペ
ー
ジ
）

で
は
寛
永
元
年
説
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
に
（
荒
井
清
明
氏
執
筆
担
当
）、
ま
っ
た

く
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

（
82
）「
青
森
市
制
施
行
百
周
年
関
係
資
料
①
」（『
新
青
森
市
史
』
資
料
編
8
現
代
、
青

森
市
、
二
〇
一
〇
年
、
一
一
二
号
文
書
）。

（
83
）
山
川
出
版
社
刊
、
一
四
四
ペ
ー
ジ
。

（
84
）
光
文
書
院
刊
、
一
〇
七
ペ
ー
ジ
。

（
85
）
弘
前
大
学
出
版
会
、
八
七
ペ
ー
ジ
。

（
86
）
た
と
え
ば
、
三
年
生
の
副
読
本
『
わ
た
し
た
ち
の
青
森
』
で
は
、「
聖せ

い
と
く徳

公こ
う
え
ん園

」

に
「
し
ょ
う
と
く
こ
う
え
ん
」
の
読
み
を
付
し
た
り
（
一
一
一
ペ
ー
ジ
）、
油
川
・

浄
土
満
寺
は
青
森
開
港
に
尽
力
し
た
と
さ
れ
る
森
山
弥
七
郎
を
供
養
す
る
た
め
に
建

て
ら
れ
た
と
記
す
（
二
四
ペ
ー
ジ
）
な
ど
事
実
の
誤
認
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
市
内

に
残
る
古
い
建
物
を
地
図
に
落
と
し
た
図
版
は
、そ
の
建
物
の
「
建
築
年
代
が
古
い
」

と
「
由
緒
が
古
い
」
を
混
同
し
た
上
（
二
五
ペ
ー
ジ
）、
近
世
の
建
築
物
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
油
川
・
明
誓
寺
本
堂
（
文
政
十
一
年
〈
一
八
二
八
〉）、

浪
岡
八
幡
宮
拝
殿
（
寛
政
四
年
〈
一
七
九
二
〉）
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

（
87
）
青
森
市
が
平
成
二
四
年
十
一
月
に
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）

　
　

の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
に
「
本
市
の
歴
史
を
将
来
に
引
き
継
ぎ
活
か
し
て
い
く
た
め
の

方
策
を
検
討
す
る
基
礎
資
料
」
が
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
際
、自
由
記
載
に
お
い
て
「
あ

ま
り
学
校
で
も
、
青
森
の
歴
史
は
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
」（
二
〇
代
女
性
）、「
私

が
学
生
の
頃
に
は
な
か
っ
た
」（
二
〇
代
女
性
）、「
自
分
自
身
が
青
森
市
の
歴
史
を

知
ら
な
い
」（
四
〇
代
男
性
）、「
子
ど
も
の
頃
に
は
青
森
市
の
歴
史
を
学
ん
だ
記
憶

が
な
く
」（
七
〇
代
男
性
）
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
（『
平
成
24
年
度
第
3
回
青
森

市
民
意
識
調
査
報
告
書
』、
青
森
市
広
報
広
聴
課
、
二
〇
一
三
年
、
一
八
三
〜
二
一

九
ペ
ー
ジ
）。

（
88
）
八
〜
十
四
ペ
ー
ジ
。

　
　
　

同
書
の
編
者
中
道
等
は
、「
青
森
開
港
」以
前
は「
古
い
港
が
他
方
面
に
発
達
し
た
」

た
め
「
良
い
文
献
の
残
つ
て
居
ら
ぬ
」
と
い
い
、「
開
港
は
単
な
る
土
地
の
撰
定
で

は
な
か
つ
た
」
と
「
青
森
開
港
」
論
へ
の
課
題
を
投
げ
か
け
た
数
少
な
い
論
者
で
あ
っ

た
と
い
え
る
（
十
四
ペ
ー
ジ
）。

（
く
ど
う
・
だ
い
す
け　

青
森
市
民
図
書
館
歴
史
資
料
室
長
）
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表 1 　 『市勢要覧』にみる「青森開港」

年版 タイトル 記事抜粋

昭和６年 青森市勢一覧表 青森市ハ…寛永二年藩主津軽信牧公開港奉行ヲ置キ当港ノ開港ニ努メシ、
昭和８年 青森市勢一覧表 青森市ハ…寛永二年藩主津軽信牧公開港奉行ヲ置キ当港ノ開港ニ努メシ、
昭和９年 青森市勢一覧表 青森市ハ…寛永二年藩主津軽信牧公開港奉行ヲ置キ当港ノ開港ニ努メシ、
昭和11年 青森市勢一覧表 青森市ハ…寛永二年藩主津軽信牧公開港奉行ヲ置キ当港ノ開港ニ努メシ、
昭和12年 青森市勢一覧 青森市ハ…寛永元年藩主津軽信牧公開港奉行ヲ置キ当港ノ開港ニ努メシ、
昭和13年 青森市勢要覧 青森市ハ…寛永元年藩主津軽信牧公開港奉行ヲ置キ当港ノ開港ニ努メシ、
昭和14年 青森市勢要覧 青森市ハ…寛永元年藩主津軽信牧公開港奉行ヲ置キ当港ノ開港ニ努メシ、
昭和15年 青森市勢要覧 青森開港は寛永元年今を去る三百余年前、津軽藩主第二代信牧公に依りて企てられた。
（７年休刊）
昭和23年 青森市勢要覧 寛永元年新たに善知鳥村に開港奉行を置き、同時に名も青森村と改めた。
昭和24年 青森市勢要覧 寛永元年（西暦1624年）新たに善知鳥村に開港奉行を置き、同時に名も青森村と改めた。
昭和25年 市勢要覧 寛永元年（西暦1624年）新たに善知鳥村に開港奉行を置き、同時に青森村と改めた。
昭和26年 市勢要覧 寛永元年（西暦1624年）新たに善知烏村に開港奉行を置き、同時に青森村と改めた。
昭和27年 青森市勢要覧 寛永元年（西暦1624年）新たに善知鳥村に開港奉行を置き、同時に青森村と改めた。
昭和28年 青森市勢要覧 寛永元年（西暦1624年）新たに善知鳥村に開港奉行を置き、同時に青森村と改めた。

昭和29年 市勢要覧 青森港は、寛永元年津軽藩第二代藩主信牧公が租米の江戸廻船を理由に幕府の許可を得て…
一漁村善知鳥村を青森と改め、開港奉行森山弥七郎をして開港せしめた。

昭和30年 市勢要覧 寛永元年（1624）新たに善知鳥村に開港奉行を置き青森村と改めた。
昭和31年 市勢要覧 寛永元年（1624）新たに善知鳥村に開港奉行を置き青森村と改めた。

昭和32年 市勢要覧 青森港は、今から330余年前の寛永元年（西暦1624年）津軽2代藩主信牧（のぶひら）公が…
一漁村善知鳥（うとう）村を「青森」と改めて、開港奉行森山弥七郎に命じて開港させた。

昭和33年 青森市
青森港は、今から330余年前の寛永元年（西暦1624年）津軽2代藩主信牧（のぶひら）公が…
一漁村善知鳥（うとう）村を「青森」と改めて、開港奉行森山弥七郎に命じて開港させ、移
住民を寄せて港町を作った。

昭和34年 あおもり
青森港は今から330余年前、寛永元年（西暦1624年）津軽2代藩主信牧公が…一漁村であった
善知鳥村を「青森村」と改めて、当時の開港奉行森山弥七郎に命じて開港させ、近江・富山・
越前・越後から移住民を寄せて港町三千軒が造られた。

昭和35年 あおもり
青森港は今から330余年前、寛永元年（西暦1624年）津軽2代藩主信牧公が…一漁村であった
善知鳥村を「青森村」と改めて、当時の開港奉行森山弥七郎に命じて開港させ、移住民を遠
く越後・越前・富山・近江から寄せて港町三千軒が造られたのである。

昭和36年 あおもり
寛永元年津軽第2代藩主信牧公が…当時一漁村にすぎなかった「善知鳥村」を「青森村」と改
称、開港奉行森山弥七郎に命じて「青森港」を開き移住民を遠く越後・越中・越前・近江か
ら呼び港町3,000軒を形成した。

昭和37年 あおもり 寛永元年（1624）津軽藩主信牧公が青森港を開いて人々を招き、物資を集散して一躍津軽地
方最大の拠点たらしめた。

昭和41年 市勢要覧 （記載なし）
昭和42年 市勢要覧 （記載なし）

昭和43年 青森 青森開港は寛永元年、津軽藩主第二代信牧公により企てられた。…開港奉行森山弥七郎に命
じて善知鳥村に開港したのである。

昭和44年 青森 青森市は今から345年前の寛永元年に津軽二代藩主信牧公が家臣の森山弥七郎に開発奉行を命
じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。

昭和45年 青森 青森市は今から340余年前の寛永元年に津軽二代藩主信牧公が家臣の森山弥七郎に開港奉行を
命じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。

昭和46年 青森 青森市は今から340余年前の寛永元年に津軽二代藩主信牧公が家臣の森山弥七郎に開港奉行を
命じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。

昭和47年 あおもり （記載なし）
昭和48年 あおもり （記載なし）

昭和49年 あおもり 青森市は今から340余年前の寛永元年に津軽二代藩主信牧公が家臣の森山弥七郎に開港奉行を
命じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。

昭和50年 あおもり

青森市は今から345年前の寛永元年に津軽二代藩主信牧公が家臣の森山弥七郎に開発奉行を命
じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。
青森市は今から340余年前の寛永元年に津軽二代藩主信牧公が家臣の森山弥七郎に開港奉行を
命じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。

昭和51年 あおもり

青森市は今から345年前の寛永元年に津軽二代藩主信牧公が家臣の森山弥七郎に開発奉行を命
じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。
青森市は今から350年前の寛永元年に津軽二代藩主信牧公が家臣の森山弥七郎に開港奉行を命
じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。
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年版 タイトル 記事抜粋

昭和52年 あおもり

青森市は今から351年前の寛永元年に津軽二代藩主信牧公が家臣の森山弥七郎に開港奉行を命
じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりです。
青森市は今から350年前の寛永元年に津軽二代藩主信牧公が家臣の森山弥七郎に開港奉行を命
じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。

昭和53年 あおもり 寛永元年藩主の許可を得て、善知鳥村を青森村と改め開港したのである。

昭和54年 あおもり 今から350余年前の寛永元年、津軽二代藩主信枚は、…家臣の森山弥七郎を開港奉行に命じ、
それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。

昭和55年 あおもり 今から350余年前の寛永元年、津軽二代藩主信枚は、…家臣の森山弥七郎を開港奉行に命じ、
それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。

昭和56年 あおもり 今から350余年前の寛永元年、津軽二代藩主信枚は、…家臣の森山弥七郎を開港奉行に命じ、
それまでの善知鳥村を青森村と改め開港したのがはじまりである。

昭和57年 あおもり 寛永元年（1624）津軽2代藩主信牧公が善知鳥村を「青森」と改め、開港奉行森山弥七郎に命
じて開港させた。

昭和58年 あおもり 青森は、善知鳥（うとう）村という「外ヶ浜」の一漁村でありましたが、寛永元年（1624）
津軽2代藩主信牧公が地名を「青森村」と改め、以来港町として発展しました。

昭和59年 あおもり 青森は、善知鳥（うとう）村という「外ヶ浜」の一漁村でありましたが、寛永元年（1624）
津軽2代藩主信牧公が地名を「青森村」と改め、以来港町として発展しました。

昭和60年 あおもり 寛永元年（1624）津軽2代藩主信牧公が「善知鳥村」を「青森村」と改めて以来、港町として
発展しました。

昭和61年 あおもり 「外ヶ浜」の一寒村にすぎなかった青森が発展するきっかけになったのは、寛永元年（1624）
津軽2代藩主信牧公が善知鳥村を青森村と改め開港したことにある。

昭和62年 あおもり 外ヶ浜の一寒村にすぎなかった青森は、寛永元年（1624年）津軽2代藩主信牧公により善知鳥
村を青森村と改め開港したことにより港町として発展した。

昭和63年 あおもり かつては外ヶ浜の一寒村にすぎなかったが、寛永元年に津軽二代藩主信枚公が森山弥七郎を
開港奉行に命じ、それまでの善知鳥村を青森村と改め、青森港を開港し…

平成元年 あおもり 青森市はかつて外ヶ浜の一寒村にすぎない小さな集落でしたが、寛永元年津軽二代藩主信枚公
が森山弥七郎を開港奉行に任命し、それまでの善知鳥村を青森村に改め、青森港を開港し…

平成２年 あおもり 寛永元年、津軽二代藩主信枚公が森山弥七郎を開港奉行に命じ「青森村」と改め、青森港を
開港し…

平成３年 あおもり
「青森」は、寛永元年（1624）まで、外ヶ浜の一寒村にすぎなかった「善知鳥村」を、津軽2
代藩主信枚公の命を受けた森山弥七郎が、開港奉行として派立（町づくり）を行い、青森港
を開港したことに始まります。

平成４年 青森市勢要覧
「青森」は、寛永元年（1624）まで、外ヶ浜の一寒村にすぎなかった「善知鳥村」を、津軽二
代藩主信枚公の命を受けた森山弥七郎が、開港奉行として派立（町づくり）を行い、青森港
を開港したことに始まります。

平成５年 青森市勢要覧
「青森」は、寛永元年（1624年）まで、外ヶ浜の一寒村にすぎなかった「善知鳥村」に始まり
ます。津軽2代藩主信枚公の命を受けた森山弥七郎が、開港奉行として派立（町づくり）を行
い、善知鳥村を開港しました。

平成６年 青森市勢要覧
「青森」は、寛永元年（1624年）まで、外ヶ浜の一寒村にすぎなかった「善知鳥村」に始まり
ます。津軽2代藩主信枚公の命を受けた森山弥七郎が、開港奉行として派立（町づくり）を行
い、善知鳥村を開港しました。

平成７年 青森市勢要覧
寛永元年（1624年）、外ヶ浜の一寒村にすぎなかった「善知鳥村」から「あおもり」は始まっ
た。津軽二代藩主信枚公の命を受けた森山弥七郎が、開港奉行として善知鳥村を開港、派立
（町づくり）を行った。

平成８年 青森市勢要覧
寛永元年（1624年）、外ヶ浜の一寒村にすぎなかった「善知鳥村」から「あおもり」は始まっ
た。津軽2代藩主信枚公の命を受けた森山弥七郎が、開港奉行として善知鳥村を開港、派立（町
づくり）を行った。

平成９年 青森市勢要覧
寛永元年（1624年）、外ヶ浜の一寒村に過ぎなかった「善知鳥村」から「あおもり」は始まっ
た。津軽二代藩主信枚公の命を受けた開港奉行森山弥七郎が港を開き、派立（町づくり）を
行った。

平成10年 青森市勢要覧 寛永元年（1624年）/外ヶ浜の一寒村にすぎなかった「善知鳥村」から「あおもり」は始まり
ました。

平成11年 青森市勢要覧 （記載なし）
平成12年 青森市勢要覧 （記載なし）
平成13年 青森市勢要覧 （記載なし）
平成14年 青森市勢要覧 （記載なし）
平成15年 青森市勢要覧 （記載なし）
平成16年 青森市勢要覧 （記載なし）
平成17年 青森市勢要覧 （記載なし）

【注】本表は青森市史編さん資料に拠り作成した。
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表 2 　「町会誌」における「青森開港」 

書名 発刊年 記事抜粋

『町会創立80周年記念誌 わが町蜆貝』 1982 寛永元年（1624年）津軽藩がここに港を開いたのがもとになっています。
『青森市野内村合併20周年記念誌
 のない』 1983 寛永元年（1624）森山内蔵之助に命じて、善知鳥村に新しく青森の地名

をつけて港を開いた。

『松原町会の歩み』 1984 寛永2年（1625）弥七郎は開港奉行に任ぜられ、青森の港づくりと町づ
くりに取りかかりました。

『中奥野町会 創立20周年記念誌』 1984 津軽藩は寛永元年（1624年）青森開港に着手し、諸国から移住者を集め
積極的に保護政策を講じた。

『町会創立45周年記念誌 上三上町 
 今昔あれこれ』 1986

寛永元年（1624）2代藩主信牧は外ヶ浜の中心にある一漁村善知鳥村に
開港奉行を置いて青森村と改称し、翌二年五月、幕府の許可を得て江戸
廻船を始めた。

博労町町内史編集委員会編『旭橋』 1992
寛永元年（1624）2代藩主信牧公は善知鳥村に開港奉行（森山弥七郎）
を置き、青森村と改め開港せしむ。この年本町（大町）･浜町･米町の
新派（町）成る。

『町創立65年 町会発足40年 記念誌
 一里塚』（篠田） 1993

「善知鳥村の海は深く、港として多くの船の出入りが出来、物資の輸送
も便利である」と外ヶ浜開港奉行に任ぜられた森山弥七郎が藩主に出し
た調査報告書であった。
これを元に幕府から開港許可を得たのは寛永2年（1625年）である。

『青森市町会連合会創立40周年記念誌
 まちづくり』 1993 外ヶ浜の1寒村にすぎなかった青森は、寛永元年（1624年）に津軽信枚公

が善知鳥村を青森村と改め開港したことにより港町として発展しました。

『町会合同創立50周年記念誌 おきだて
 町会は笑顔と協調から』 2002

二代藩主津軽信牧公（信枚公とも記される）は、「強隣南部氏に対する
防備柵の強化と租米江戸回航が目的」で、寛永元年 1624 弘前城の建築
で功をなした森山弥七郎を開港奉行にし、油川にあった港を青森に遷さ
せました。

『富田ふれあい町会 創立30周年記念誌
 融和』 2008 幕府から開港の許可を得たのは、寛永2年（1625年）であった。


